
Ⅱ 調査結果の分析（５．環境について） 

96 

５． 環境
かんきょう

について 

（１）住んで
す   

いる周り
まわ  

の環境
かんきょう

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

住んでいる周りの環境について、「満足」の 11.4%と「おおむね満足」の 50.8%をあわせた『満足』の割合は、62.2%、「不

満」の 4.8%と「やや不満」の 10.6%をあわせた『不満』の割合は、15.4%である。 

 

【経年比較】 

『満足』の割合は、平成 30 年度調査から令和４年度調査にかけて 15.9 ポイント増加したが、令和４年度から令和６年

度にかけて 7.6 ポイント減少し、62.2%。『不満』の割合は、平成 30 年度から令和 4 年度調査にかけて 16.7 ポイント減少

したが、令和４年度から令和６年度にかけて 2.7 ポイント増加した 15.4%である。 

【性別】『満足』の割合は、「女性」が 62.6%、「男性」が 61.7%となり、男女ともに６割前半となっている。 

 

【性年齢別】『満足』の割合は、男女ともに『18～29 歳』が最も高く、7 割を超えている。女性では「女性：75 歳以上」が

69.4%で２番目に高く、男性では「男性：15・16・17 歳」が 67.9％で２番目に高い割合となっている。 

 

【ブロック別】『満足』の割合は、「中央東部」が 71.8%と最も高く、次いで「北部 A」が 69.5%となっている。一方で、「西部 A

（城島）」は 42.2%が最も低く、次いで、「東部 B（田主丸）」が 48.4%と低い。 

 

  

問
と い

23 あなたは、お住
す

まいになっている周
ま わ

りの環境
かんきょう

に、現在
げ ん ざ い

どのくらい満足
ま ん ぞ く

していますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

62.2 15.4

69.8 12.7

53.9 29.4

11.4 

12.2 

11.5 

50.8 

57.6 

42.4 

21.8 

16.7 

15.0 

10.6 

9.0 

24.1 

4.8 

3.7 

5.3 

0.6 

0.9 

1.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

満足 おおむね満足 どちらでもない やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』
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住んでいる周りの環境の満足度

回
答
者
数

満
足

お
お
む
ね
満
足

ど
ち
ら
で
も
な
い

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 369 1,648 707 343 157 21 2,017 500

100.0 11.4 50.8 21.8 10.6 4.8 0.6 62.2 15.4

5.1 0.5 61.6 15.9

12 8.3 25.0 25.0 25.0 16.7 - 33.3 41.7

195 11.3 50.3 22.1 10.8

4.1 1.7 56.4 18.6

135 5.2 37.0 31.9 17.8 7.4 0.7 42.2 25.2

296 8.1 48.3 23.3 14.5

4.0 0.2 66.5 14.1

525 12.6 55.2 20.8 7.0 4.2 0.2 67.8 11.2

474 13.5 53.0 19.2 10.1

2.9 1.1 71.8 10.0

257 10.1 52.9 21.0 10.9 4.3 0.8 63.0 15.2

450 16.2 55.6 17.1 7.1

3.3 - 69.5 11.3

220 8.2 44.5 26.8 13.2 6.4 0.9 52.7 19.6

275 13.1 56.4 19.3 8.0

8.2 0.5 52.7 20.5

186 7.5 40.9 25.8 15.6 9.1 1.1 48.4 24.7

220 8.2 44.5 26.4 12.3

6.1 - 57.0 19.3

9 11.1 44.4 11.1 22.2 - 11.1 55.5 22.2

114 7.0 50.0 23.7 13.2

7.3 - 56.8 20.1

136 6.6 51.5 25.7 10.3 5.1 0.7 58.1 15.4

109 7.3 49.5 22.9 12.8

7.0 0.4 62.0 15.7

117 7.7 53.0 23.1 11.1 5.1 - 60.7 16.2

229 9.2 52.8 21.8 8.7

6.6 - 54.3 17.4

245 14.3 49.8 20.0 9.8 6.1 - 64.1 15.9

212 9.0 45.3 28.3 10.8

3.8 - 67.9 20.8

212 17.9 54.7 18.9 5.2 2.8 0.5 72.6 8.0

53 22.6 45.3 11.3 17.0

5.4 4.1 59.5 16.2

160 20.6 48.8 16.3 10.6 0.6 3.1 69.4 11.2

148 6.8 52.7 20.3 10.8

4.4 1.5 58.5 14.0

138 6.5 55.8 19.6 13.0 5.1 - 62.3 18.1

135 8.1 50.4 25.9 9.6

6.2 - 60.0 17.9

339 10.3 50.4 21.5 12.7 4.1 0.9 60.7 16.8

290 10.3 49.7 22.1 11.7

3

6

3.6 0.4 70.1 11.3

274 9.5 51.5 26.6 9.5 2.9 - 61.0 12.4

274 16.1 54.0 18.2 7.7

51 21.6 33.3 17.6 19.6 7.8 - 54.9 27.4

33.3 33.3 33.3

4.2 0.9 62.6

66.6 -

50.0 33.3

- - -

- 50.0 - 33.3 - 16.7

15.1

1,427 10.0 5.7 0.2 61.7 15.7

1,809 11.6 51.0 21.4 10.9

11.1 50.6 22.4

（　　）・無回答

南西部

性

別

×

年

齢

別 男性：30歳代

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部B
（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

男性：15・16・17歳

西部A
（城島）

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

男性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

中央南部

女性：40歳代

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：18～29歳

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

（１）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) 
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（2）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

住んでいる周りの環境について、「満足」と「やや満足」をあわせた『満足』の割合は、「（イ）里山や農地、森林などの緑の豊か

さ」が 83.2%と最も高く、８割を超えている。次いで、「（ア）公園や街路樹などの緑の豊かさ」が 78.5%、「（オ）市街地と

自然のバランス」が 77.5%、「（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況」が 76.0%で、７割後半となっている。 

「満足」の割合は「（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況」が 26.6%となり、最も高い。 

 

 

 

 

 

 

  

78.5 20.2

83.2 15.1

60.3 38.2

70.0 28.1

77.5 20.7

70.0 28.5

60.9 37.6

76.0 22.7

66.3 31.7

25.3 

25.8 

14.2 

16.4 

21.5 

17.0 

14.0 

26.6 

12.5 

53.2 

57.4 

46.1 

53.6 

56.0 

53.0 

46.9 

49.4 

53.8 

15.6 

12.7 

30.1 

23.0 

17.3 

23.5 

27.8 

17.2 

26.7 

4.6 

2.4 

8.1 

5.1 

3.4 

5.0 

9.8 

5.5 

5.0 

1.3 

1.7 

1.5 

1.8 

1.8 

1.5 

1.5 

1.3 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

（ア）公園や街路樹などの緑の

豊かさ

（イ）里山や農地、森林などの

緑の豊かさ

（ウ）川や池などの水質や水辺

の状況

（エ）昆虫や魚、鳥などの自然

の生き物（生物多様性）の状

況

（オ）市街地と自然のバランス

（カ）街並みなどの景観

（キ）大気や騒音、振動などの

状況

（ク）ごみ処理（資源回収や分

別収集など）の状況

（ケ）環境教育、環境に関する

情報の得やすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』

（ア）公園や街路樹などの緑の

豊かさ

（イ）里山や農地、森林などの

緑の豊かさ

（ウ）川や池などの水質や水辺の

状況

（エ）昆虫や魚、鳥などの自然の生き物

（生物多様性）の状況

（キ）大気や騒音、振動などの

状況

（ク）ごみ処理（資源回収や

分別収集など）の状況

（ケ）環境教育、環境に関する情報の

得やすさ

全体数 n=3,245

問
と い

24 あなたはお住
す

まいになっている周
ま わ

りの環境
かんきょう

に、次
つ ぎ

の（ア）～（ケ）それぞれの事柄
こ と が ら

について現在
げ ん ざ い

 

どのくらい満足
ま ん ぞ く

していますか？（あてはまる番号
ば ん ご う

それぞれ１つずつ） 
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（2）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

【経年比較】 

『満足』は、「（イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ」が 83.2%、「（オ）市街地と自然のバランス」が 77.5%、「（エ）

昆虫や魚、鳥などの自然の生き物（生物多様性）の状況」と「（カ）街並みなどの景観」がともに 70%、「（ケ）環境教育、

環境に関する情報の得やすさ」が 66.3%、「（キ）大気や騒音、振動などの状況」が 60.9%となっており、それぞれ平成 30

年度調査以降、最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.5 20.2

75.4 21.7

80.0 17.4

25.3 

21.7 

22.4 

53.2 

53.7 

57.6 

15.6 

16.6 

14.4 

4.6 

5.1 

3.0 

1.3 

2.8 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(ア)公園や街路樹など

の緑の豊かさ

83.2 15.1

74.9 19.4

81.0 15.1

25.8 

20.4 

22.4 

57.4 

54.5 

58.6 

12.7 

15.5 

12.6 

2.4 

3.9 

2.5 

1.7 

5.7 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(イ)里山や農地、森林

などの緑の豊かさ

60.3 38.2

58.8 36.2

65.1 31.6

14.2 

12.3 

13.7 

46.1 

46.5 

51.4 

30.1 

27.6 

25.8 

8.1 

8.6 

5.8 

1.5 

5.0 

3.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(ウ)川や池などの

水質や水辺の状況

70.0 28.1

64.2 28.8

66.5 28.9

16.4 

14.0 

12.2 

53.6 

50.2 

54.3 

23.0 

22.7 

24.3 

5.1 

6.1 

4.6 

1.8 

6.9 

4.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(エ)昆虫や魚、鳥などの

自然の生き物（生

物多様性）の状況

77.5 20.7

74.3 21.8

73.9 22.3

21.5 

16.6 

15.1 

56.0 

57.7 

58.8 

17.3 

17.8 

18.9 

3.4 

4.0 

3.4 

1.8 

3.9 

3.8 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』

(オ)市街地と自然の

バランス
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（2）住
す

んでいる周
ま わ

りの環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.0 28.5

66.7 30.0

65.4 30.7

17.0 

13.0 

10.4 

53.0 

53.7 

55.0 

23.5 

24.0 

25.2 

5.0 

6.0 

5.5 

1.5 

3.3 

4.0 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(カ)街並みなどの景観

60.9 37.6

57.5 39.6

54.4 42.5

14.0 

13.0 

9.1 

46.9 

44.5 

45.3 

27.8 

29.4 

31.8 

9.8 

10.2 

10.7 

1.5 

2.9 

3.1 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(キ)大気や騒音、振動

などの状況

76.0 22.7

76.4 21.1

73.2 24.8

26.6 

25.7 

20.5 

49.4 

50.7 

52.7 

17.2 

14.7 

19.2 

5.5 

6.4 

5.6 

1.3 

2.5 

2.0 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

『満足』 『不満』

(ク)ごみ処理（資源回

収や分別収集

など）の状況

66.3 31.7

59.8 32.3

60.7 35.1

12.5 

10.1 

8.4 

53.8 

49.7 

52.3 

26.7 

26.4 

29.9 

5.0 

5.9 

5.2 

2.0 

8.0 

4.3 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

平成30年度調査

（n=1,758）

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

『満足』 『不満』

(ケ)環境教育、環境に

関する情報の得や

すさ
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（2）住んで
す   

いる周り
まわ  

の環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

【ブロック別】「北部 A」は、「（オ）市街地と自然のバランス」の 85.1%、「（ア）公園や街路樹などの緑の豊かさ」の 84.0%、

「（カ）街並みなどの景観」の 79.3%、「（ケ）環境教育、環境に関する情報の得やすさ」の 70.5%、「（ウ）川や池など

の水質や水辺の状況」の 66.9%で、他の地域と比較して『満足』の割合が最も高い。また、「東部 B（田主丸）」は、

「（イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ」の 89.2%、「（キ）大気や騒音、振動などの状況」の 73.6%がそれぞれ各

地域において『満足』の割合が最も高い。「東部 A」は、「（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況」が

80.4%、「（エ）昆虫や魚、鳥などの自然の生き物（生物多様性）の状況」が 75.4%となり、他の地域と比較して『満

足』の割合が最も高い。一方で、『不満』の割合は、「（キ）大気や騒音、振動などの状況」と「（ク）ごみ処理（資源回収

や分別収集など）の状況」を除くすべての項目で「西部 A（城島）」が最も高い割合となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（ア）公園や街路樹などの緑の豊かさ （イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 821 1,726 506 150 42 2,547 656
100.0 25.3 53.2 15.6 4.6 1.3 78.5 20.2

34.8

82.1 17.0

83.3 16.7

16.4

79.2 20.0

68.5 29.0

21.3

79.7 19.1

81.7 17.5

58.3 16.7 - -

74.7

84.0

75.0

83.5

62.247.4 25.9 8.9 3.0

54.1 14.0 3.5 0.8

55.9 14.4 2.6 1.0

53.3 15.8 4.2 0.8

15.5 53.0 21.6 7.4 2.4

52.7 12.2 4.2 -

51.8 16.8 4.5 3.6

24.4 55.3 14.0 5.1 1.1

296

135

195

12

26.9

29.1

23.2

27.6

25.9

14.8

25.0

220

450

257

474

525

30.8

26.2

1.8 79.1 19.1

186

275

47.8 18.3 4.8 2.2

54.9 11.6 3.6 0.7

23.1

15.2

220 25.9 53.2 15.5 3.6

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部B
（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

南西部

全体

（イ）里山や農地、森林などの緑の豊かさ （ウ）川や池などの水質や水辺の状況

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

836 1,864 412 78 55 2,700 490
25.8 57.4 12.7 2.4 1.7 83.2 15.1

25.0 58.3 8.3 8.3 - 83.3 16.6

23.1 64.1 10.3 0.5 2.1 87.2 10.8

72.6 23.715.6 57.0 19.3

20.6 60.5 14.9 1.0 3.0 81.1 15.9

22.3 54.7 17.1 4.2 1.7 77.0 21.3

84.0 15.826.8 57.2 13.7

30.4 54.9 10.9 3.1 0.8 85.3 14.0

23.6 59.1 13.8 2.4 1.1 82.7 16.2

83.7 12.725.5 58.2 10.0

27.3 61.5 8.0 1.8 1.5 88.8 9.8

37.6 51.6 6.5 1.6 2.7 89.2 8.1

88.6 10.035.0 53.6 9.1 0.9 1.4

2.7 3.6

2.1 0.2

4.4 3.7

(％) 

（ウ）川や池などの水質や水辺の状況

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 461 1,496 976 264 48 1,957 1,240
100.0 14.2 46.1 30.1 8.1 1.5 60.3 38.2

52.8 45.7

16.7 41.7 41.7 - - 58.4 41.7

15.6 2.2 41.4 56.3

8.7 44.1 39.0 6.7 1.5

8.1 33.3 40.7

61.5 37.2

7.8 46.6 35.8 7.4 2.4 54.4 43.2

5.9 - 65.6 34.4

14.5 47.0 28.2 9.0 1.3

16.7 48.9 28.5

64.6 34.0

19.1 44.4 28.8 6.6 1.2 63.5 35.4

13.2 3.2 52.2 44.6

16.2 48.4 27.3 6.7 1.3

9.5 42.7 31.4

53.8 43.6

14.9 52.0 24.7 7.3 1.1 66.9 32.0

7.7 1.8 65.0 33.2

14.0 39.8 32.8 10.8 2.7

19.5 45.5 25.5

296

135

195

12

220

450

257

474

525

186

275

220

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部B
（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

南西部

全体

（エ）昆虫や魚、鳥などの自然の生き物（生物多様性）の状況 （オ）市街地と自然のバランス

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

533 1,740 746 167 59 2,273 913
16.4 53.6 23.0 5.1 1.8 70.0 28.1

8.3 50.0 25.0 16.7 - 58.3 41.7

13.3 52.3 28.2 4.6 1.5 65.6 32.8

13.3 48.1 25.9 9.6 3.0 61.4 35.5

13.2 57.4 23.0 3.7 2.7 70.6 26.7

15.8 51.8 25.3 5.7 1.3 67.6 31.0

15.4 54.0 25.1 4.4 1.1 69.4 29.5

16.2 53.1 24.7 4.2

22.2 52.5 19.1 5.1 1.2 74.7 24.2

1.8 69.3 28.9

10.9 57.3 20.5 8.2 3.2 68.2 28.7

16.7 57.8 18.2 5.8 1.5 74.5 24.0

23.1 50.5 21.0 2.7 2.7 73.6 23.7

2.3 75.4 22.222.7 52.7 17.7 4.5
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（2）住んで
す   

いる周り
まわ  

の環境
かんきょう

の具体的
ぐ た い て き

な事柄
こ と が ら

の満足度
ま ん ぞ く ど

 

 

 

 

 

 

 

  

（オ）市街地と自然のバランス （カ）街並みなどの景観

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 698 1,816 563 111 57 2,514 674
100.0 21.5 56.0 17.3 3.4 1.8 77.5 20.7

75.0 25.012 16.7 58.3 16.7 8.3

73.8 24.6

-

195 17.4 56.4 23.1 1.5 1.5

36.3

58.1

135 12.6 47.4 29.6 6.7 3.7 60.0

296

1.1 78.3 20.6

22.6 3.4 2.4 71.6 26.013.5

525 22.3 56.0 15.6 5.0

78.7 20.5

14.0 3.6 1.6

474 26.2 52.5 17.5 3.0 0.8

19.4

450

257 24.9 54.5 16.3 3.1 1.2 79.4

77.7 18.6

80.9 17.623.3 57.6

220 18.2 59.5 15.9 2.7

85.1 13.5

3.6

275 25.8 59.3 12.0 1.5 1.5

26.4186 21.0 49.5 22.6 3.8 3.2 70.5

13.2 3.2 1.8 81.9 16.420.5 61.4220

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部B
（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

南西部

全体

（カ）街並みなどの景観

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

551 1,721 763 161 49 2,272 924
17.0 53.0 23.5 5.0 1.5 70.0 28.5

8.3

26.7

8.3 50.0

31.817.9 49.2 27.2

33.3

6.4

- 58.3 41.6

4.4 60.8 34.810.4 50.4 8.1

4.6 1.0 67.1

63.9 33.812.2 51.7 27.4

5.5 1.3 70.7 28.016.4 54.3

2.4

23.0 4.7

5.5 - 69.8 30.219.4 50.4 24.7

22.5

4.4 1.3

0.8 71.6 27.722.2 49.4

67.3 31.316.9 50.4 26.9

15.0 58.6

20.019.3 60.0 17.5

19.1 3.6 3.6 73.6 22.7

3.2 66.7 30.118.3 48.4 23.1 7.0

2.5 0.7 79.3

77.3 21.315.5 61.8 18.6 2.7 1.4

(％) 

（キ）大気や騒音、振動などの状況 （ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 453 1,521 903 318 50 1,974 1,221
100.0 14.0 46.9 27.8 9.8 1.5 60.9 37.6

12 16.7 33.3 16.7 33.3 - 50.0 50.0

195 14.9 50.3 25.6 8.2 1.0 65.2 33.8

135 15.6 46.7 24.4 10.4 3.0 62.3 34.8

296 9.8 51.7 26.7 9.5 2.4 61.5 36.2

525 10.5 45.7 30.7 11.8 1.3 56.2 42.5

474 10.5 41.4 35.2 12.9 - 51.9 48.1

450 12.2 43.3 30.9 12.2

257 18.3 43.2 27.6 10.1 0.8 61.5 37.7

1.3 55.5 43.1

220 16.8 54.5 21.4 3.6 3.6 71.3 25.0

275 13.5 53.1 24.4 7.6 1.5 66.6 32.0

186 23.1 50.5 18.3 4.8 3.2 73.6 23.1

1.8 67.7 30.5220 21.8 45.9 24.1 6.4

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部B
（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

南西部

全体

（ク）ごみ処理（資源回収や分別収集など）の状況 （ケ）環境教育、環境に関する情報の得やすさ

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

862 1,602 559 179 43 2,464 738
26.6 49.4 17.2 5.5 1.3 76.0 22.7

75.0 25.025.0 50.0 - 25.0

72.3 26.2

-

26.7 45.6 22.1 4.1 1.5

21.5

56.1

20.7 54.8 16.3 5.2 3.0 75.5

1.1 74.6 24.2

14.2 4.4 2.0 79.4 18.623.3

27.4 47.2 18.7 5.5

74.6 25.3

17.3 6.2 1.3

27.8 46.8 19.2 6.1 -

21.731.1 46.3 16.3 5.4 0.8 77.4

73.7 23.6

75.1 23.526.7 48.4

22.3 51.4 19.1 4.5

76.7 22.2

2.7

28.7 48.0 16.7 5.5 1.1

20.523.1 54.3 14.0 6.5 2.2 77.4

13.2 5.0 1.4 80.4 18.228.6 51.8

（ケ）環境教育、環境に関する情報の得やすさ

回
答
者
数

満
足

や
や
満
足

や
や
不
満

不
満

無
回
答

『
満
足
』

『
不
満
』

3,245 407 1,746 866 161 65 2,153 1,027
100.0 12.5 53.8 26.7 5.0 2.0 66.3 31.7

-

34.1

16.7 41.7

31.3

12

10.8 55.9 28.2

41.7

3.0

- 58.4 41.7

4.4 57.1 38.5

195

10.4 46.7 4.4

3.1 2.1 66.7

66.9 30.0

135

9.1 57.8 27.0296

6.9 1.7 61.7 36.612.6 49.1

3.0

24.9 4.3

5.3 0.4 69.2 30.4

525

13.9 55.3 25.1

29.7

6.2 1.3

1.2 69.6 29.2

474

16.7 52.9

450 69.5 29.1

257

11.3 58.2 22.9

10.9 54.1

28.0

220

13.8 56.7 24.4

25.0 5.0 5.0 65.0 30.0

3.8 62.4 33.9

275

14.0 48.4 28.5 5.4

3.6 1.5 70.5

65.5 32.7

186

13.2 52.3 28.6 4.1 1.8220

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部B
（三潴）

わからない・無回答

中央東部

南東部

中央部

中央南部

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

南西部

全体
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（３）「市民
し み ん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の環境
かんきょう

配慮
は い り ょ

行動
こ う ど う

指針
し し ん

」の認知度
に ん ち ど

 

知っている中では、「言葉は知っているが、内容はよく知らない」が 16.6%、「言葉も内容も知っている」が 2.6%である。 

 

【性別】「言葉も内容も知っている」の割合は、「男性」が 2.8%、「女性」が 2.3%となり、「男性」が「女性」よりも 0.5 ポイント高

い。また、「言葉は知っているが、内容はよく知らない」の割合は「男性」が 17.7%、「女性」が 15.8%で、「男性」が「女性」よ

りも 1.9 ポイント高い結果となっている。 

 

【年齢別】「言葉も内容も知っている」の割合は、「60～64 歳」が 4.4%と最も高く、次いで『18～29 歳』が 3.7%である。また、

「言葉は知っているが、内容はよく知らない」の割合は「75 歳以上」が 25.1%で最も高く、次いで「65～69 歳」が 19.0%と

なっている。 

 

 

 

 

言葉も内容も

知っている

2.6%

言葉は知っているが、

内容はよく知らない

16.6%

言葉も内容も知らない

78.6%

無回答

2.3%

全 体

（ｎ＝3,245）

問
と い

25 あなたは、『市民
し み ん

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

の環境
かんきょう

配慮
は い り ょ

行動
こ う ど う

指針
し し ん

』について知
し

っていますか？（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

 

「市民・事業者の環境配慮行動指針」

の認知度

回
答
者
数

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
内
容
は

よ
く
知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な
い

無
回
答

3,245 83 538 2,550 74
100.0 2.6 16.6 78.6 2.3

50.0 33.3

77.7 1.8

- - 100.0 -

1,427

3

6

2.8 17.7

16.7 -

1,809 2.3 15.8 79.3 2.6

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

「市民・事業者の環境配慮行動指針」

の認知度

回
答
者
数

言
葉
も
内
容
も
知
っ
て
い
る

言
葉
は
知
っ
て
い
る
が
、
内
容
は

よ
く
知
ら
な
い

言
葉
も
内
容
も
知
ら
な
い

無
回
答

3,245 83 538 2,550 74
100.0 2.6 16.6 78.6 2.3

- - - - -

279 2.9 25.1 65.2 6.8

284 2.1 17.3 76.4 4.2

247 3.2 19.0 73.7 4.0

252 4.4 16.3 78.6 0.8

569 1.9 18.3 77.3 2.5

536 2.2 14.9 81.5 1.3

487 1.6 13.8 84.2 0.4

487 3.7 15.0 80.3 1.0

104 1.0 6.7 89.4 2.9

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

全体

年

齢

別

15・16・17歳

(％) (％) 
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６． 文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

や活動
か つ ど う

について 

（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

この 1 年間の文化・芸術の鑑賞経験は、「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」の割合が 27.1％と最も高く、次いで

「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」が 26.6％、「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」が

22.0％である。 

 

【経年比較】 

平成 30 年度調査と比較すると、上位３項目は同じであるが、「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」は 7.4 ポイント

減少、「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」は 8.3 ポイント減少している。「（イ）音楽（ポピュラー、クラシッ

ク、邦楽など）」は 0.1 ポイント減少したものの、大差ない割合となっている。一方で、「（ク）文芸（小説や詩歌の講演会、

俳句・短歌大会など）」は 1.3 ポイント増加した 2.7%となっている。 

  

問
と い

26 次
つ ぎ

の（ア）～(コ)の中
なか

で、あなたがこの１年間
ねんかん

に鑑賞
かんしょう

したものはありますか。 

（テレビ・ＣＤ・ＤＶＤ・インターネットなど自宅
じ た く

での鑑賞
かんしょう

を除
の ぞ

きます。） 

 

27.1 

26.6 

22.0 

11.6 

10.4 

6.7 

3.8 

2.9 

2.7 

1.2 

44.7 

3.8 

34.5 

26.7 

30.3 

15.4 

13.6 

9.6 

5.3 

3.2 

1.4 

0.9 

34.8 

2.7 

0.0 45.0 90.0

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）

（コ）その他

この１年間で鑑賞したものはない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

平成30年度調査

（n=1,758）

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

【性別】ほとんどの項目で女性の割合が高い。特に、「（ア）美術」「（カ）生活文化」「（ウ）演劇・演芸」「（イ）音楽」で、 

男性との差が大きい。 

 

【性年齢別】「（キ）映像文化」の割合は、『女性：18～29 歳』が 49.6％で最も高く、次いで「女性：15・16・17 歳」が

49.0％となっている。「（イ）音楽」の割合は、「女性：15・16・17 歳」が 47.1％と最も高く、次いで『女性：18～29 歳』

が 36.1％となっている。「この１年間で鑑賞したものはない」は、高い年齢層で割合が高い傾向にあり、「男性：75 歳以上」

が 58.8%と最も高く、次いで「女性：70～74 歳」が 57.4%、「男性：60～64 歳」が 57.3%、「男性：65～69 歳」が

56.0%、「男性：70～74 歳」が 52.2%と５割を超えている。 

 

【ブロック別】「（イ）音楽」では、「中央部」が唯一３割を超えており、他のブロックより高い。 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

文化・芸術の鑑賞状況

回
答
者
数

（
ア
）
美
術

　
　
（
絵
画
、
書
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
な
ど
）

（
イ
）
音
楽

　
　
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
邦
楽
な
ど
）

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

　
　
（
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
落
語
な
ど
）

（
エ
）
舞
踊

　
　
（
日
本
舞
踊
、
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
な
ど
）

（
オ
）
伝
統
芸
能

　
　
（
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
）

（
カ
）
生
活
文
化

　
　
（
茶
・
華
道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

　
　
　
手
芸
な
ど
）

（
キ
）
映
像
文
化

　
　
（
映
画
、
映
像
美
術
※
な
ど
）

（
ク
）
文
芸

　
　
（
小
説
や
詩
歌
の
講
演
会
、

　
　
　
俳
句
・
短
歌
大
会
な
ど
）

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

　
　
（
史
跡
め
ぐ
り
、
歴
史
講
演
会
な
ど
）

（
コ
）
そ
の
他

こ
の
１
年
間
で
鑑
賞
し
た
も
の
は
な
い

無
回
答

3,245 715 862 375 123 95 219 878 87 339 39 1,451 122
100.0 22.0 26.6 11.6 3.8 2.9 6.7 27.1 2.7 10.4 1.2 44.7 3.8

- - 55.6 22.29 11.1 22.2 - - - 11.1 - -

12.5 1.5 52.2 6.6

114 23.7 14.0 7.0 3.5 4.4 2.6 8.8 2.6 11.4 0.9 58.8 8.8

136 23.5 14.7 8.8 3.7 3.7 3.7 14.0 5.1

9.4 0.9 57.3 5.1

109 20.2 17.4 9.2 1.8 1.8 4.6 18.3 2.8 14.7 - 56.0 3.7

117 16.2 25.6 12.8 4.3 3.4 4.3 19.7 2.6

15.1 1.6 48.2 1.2

229 17.9 25.3 9.6 4.4 2.6 4.8 27.1 5.2 15.7 0.9 49.3 2.2

245 22.0 26.5 6.9 4.1 2.4 4.1 30.2 3.7

9.0 0.5 45.3 1.4

212 17.5 27.4 10.4 1.4 0.9 4.7 36.3 1.9 9.4 - 43.4 1.4

212 18.4 31.1 9.4 1.4 3.3 4.2 34.9 2.8

6.3 1.3 43.1 15.0

53 15.1 34.0 7.5 1.9 1.9 - 24.5 1.9 11.3 - 43.4 -

160 22.5 18.1 10.0 8.1 3.8 8.8 11.9 3.1

13.0 2.9 43.5 5.1

148 24.3 20.3 7.4 5.4 3.4 12.8 13.5 1.4 6.1 0.7 57.4 6.1

138 28.3 24.6 11.6 5.8 5.1 14.5 16.7 5.1

9.1 0.6 41.0 2.7

135 21.5 24.4 12.6 4.4 3.7 11.9 14.8 0.7 10.4 - 43.7 5.2

339 21.8 30.1 14.7 2.9 4.4 8.8 26.8 2.1

7.3 1.1 42.0 4.0

290 24.8 29.3 13.1 4.1 2.1 8.3 29.7 2.1 11.4 3.1 41.0 1.0

274 23.0 27.0 13.5 3.6 1.5 6.2 31.4 1.5

9.8 5.9 19.6 3.9

274 25.5 36.1 17.9 3.6 2.2 5.5 49.6 2.2 8.8 1.5 29.9 1.8

51 31.4 47.1 21.6 5.9 5.9 9.8 49.0 2.0

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

性

別

×

年

齢

別

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

女性：40歳代

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

男性：60～64歳

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

北部B
（北野）

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

中央部

中央東部

南東部

13.5 4.4

南西部

中央南部

西部B
（三潴）

わからない・無回答

1.5 40.8 4.3

1,427

3

2.7 4.1 26.1 3.4 12.3 0.8 49.6 3.0

- - -

3.2 8.8 28.0 2.2 9.11,809 24.0 28.2

- - - 100.0 -

6

19.6 24.5 9.1 3.0

- - - -

16.7 33.3 - - - 33.3 33.3- 16.7 - - -

220 19.1 26.8 6.4 1.8 0.9 2.7 23.2 2.3 7.3 0.5 49.5 4.5

51.6 4.3

275 16.7 21.5 12.4 2.5 2.5 5.8 22.5 1.8 10.9 1.1 48.4 4.7

2.7 6.5 19.9 2.2 7.0186 17.7 25.3 6.5

24.1 2.7 8.2220 14.5 20.5 8.2 5.5

1.64.3

6.2257 17.9 27.6 10.5 2.3

0.9 52.3 6.4

450 28.9 28.4 12.4 6.2 4.4 10.0 28.7 3.1 12.7 1.6 40.7 3.1

2.3 5.9

25.5 27.6 12.6 3.2

1.2 47.5 1.9

474 28.7 34.6 16.2 4.2 4.2 7.4 34.8 3.2 12.9 1.3 36.3 2.7

1.9 6.6 28.4 1.2

11.1 1.5

1.1 38.7 3.8

296 15.9 20.9 10.5 3.7 2.7 4.7 21.6 2.0 8.4 1.4 50.7 5.1

2.5 7.4 30.7 3.6 12.8525

0.7 50.4 5.2

195 21.5 26.2 12.8 4.1 4.1 8.2 27.2 3.6 11.8 1.0 48.2 1.5

1.5 3.7 20.0 2.2 8.1135 17.8 20.7

8.3 50.0 -- 8.3 25.0 - 16.712 25.0 25.0 - -

(％) 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

この 1 年間で鑑賞した場所について、「市内」では「(キ)映像文化」が 76.8%で最も高く、次いで「(カ)生活文化」が 69.9%

となっている。「市外（県内）」では「(オ)伝統芸能」が 56.8%と最も高く、次いで「(イ)音楽」が 52.2%となっている。また、

「県外」では「(ケ)歴史・郷土文化」が 53.7%と最も高い。 

 

 

  

57.8 

43.3 

44.5 

56.9 

29.5 

69.9 

76.8 

39.1 

36.3 

56.4 

46.0 

52.2 

48.3 

35.8 

56.8 

29.2 

24.6 

44.8 

42.2 

15.4 

23.4 

20.9 

18.9 

15.4 

20.0 

12.3 

15.3 

21.8 

53.7 

33.3 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)美術(n=715)

(イ)音楽(n=862)

(ウ)演劇・演芸(n=375)

(エ)舞踊(n=123)

(オ)伝統芸能(n=95)

(カ)生活文化(n=219)

(キ)映像文化(n=878)

(ク)文芸(n=87)

(ケ)歴史・郷土文化(n=339)

(コ)その他(n=39)

市内 市外（県内） 県外

全体数 n=1,672

問
と い

26付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

26 で「１．この１年間
ねんかん

で鑑賞
かんしょう

したものがある」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         鑑賞
かんしょう

した場所
ば し ょ

にあてはまるものはどれですか？（それぞれあてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

【性別】市内鑑賞について、男女ともに「(キ)映像文化」の割合が 76.8%と最も高く、「女性」が 77.3%、「男性」が 76.1%でど

ちらも７割後半となっている。 

 

【年齢別】市内鑑賞について、「(カ)生活文化」と「(キ)映像文化」はすべての年齢層において５割を超えている。「(イ)音楽」の割

合は「70～74 歳」が 76.0%と最も高く、次いで「75 歳以上」が 68.1%、「15・16・17 歳」が 64.3%となっている。一方で

『18～29 歳』は 27.3%と最も低い。「(オ)伝統芸能」は「30 歳代」と「40 歳代」がともに 50.0%で最も高い割合となってい

る。 

 

【ブロック別】市内鑑賞について、「(キ)映像文化」の割合は「東部 A」が 90.2%と最も高く、次いで「南東部」が 83.6%である。

「(イ)音楽」の割合は「東部 B（田主丸）」が 51.1%と最も高く、次いで「西部 A（城島）」が 46.4%である。また、「(ア)

美術」の割合は「中央東部」が 63.8%、「中央部」が 63.2%、「東部 A」が 61.9%である。 
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（１）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の鑑賞
かんしょう

状況
じょうきょう

 

 

 

 

 

 

 

  

文化・芸術の観賞場所

全
体

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ア
）
美
術

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
イ
）
音
楽

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
エ
）
舞
踊

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
オ
）
伝
統
芸
能

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

1,672 74.3 715 57.8 862 43.3 375 44.5 123 56.9 95 29.5

（
カ
）
生
活
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
キ
）
映
像
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ク
）
文
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

（
コ
）
そ
の
他

標
本
数
（
票
）

『
市
内
鑑
賞
』

219 69.9 878 76.8 87 39.1 339 36.3 39 56.4

全体

女性

男性

（　　）

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

性

別

年

齢

別

ブ

ロ

ッ

ク

別
中央部

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

全体

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

性

別

女性

男性

（　　）

年

齢

別

15・16・17歳

18～29歳

30歳代

40歳代

50歳代

南東部

中央部

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

69 78.3

300 71.7

265 70.9

74.5994

676 74.0

- -

115 73.0

110 85.5

106 84.0

292 75.3

302 71.5

113 73.5

60 53.3

98 72.4

435 58.2

289 81.7

302 73.8

131 76.3

91 71.4

253 75.1

130 74.6

101 75.2

82 70.7

129 71.3

57 28.1

279 57.0 350 46.6 130 40.8 43 51.2

510 40.8 245 46.5 80 60.0

38 31.6

-

24 58.3 42 64.3 15 60.0 4 50.0 4 25.0

- - - - - - - - -

15.4

100 56.0 132 40.9 59 40.7 13 53.8 6 50.0

109 36.7 165 27.3 69 33.3 13 53.8 13

50.0

115 54.8 160 40.0 72 43.1 20 40.0 21 23.8

126 58.7 150 38.7 55 52.7 22 77.3 12

11.1

61 59.0 53 54.7 26 50.0 10 30.0 9 22.2

48 47.9 63 41.3 32 40.6 11 45.5 9

40.0

64 76.6 47 68.1 24 41.7 17 70.6 11 36.4

68 85.3 50 76.0 23 65.2 13 69.2 10

50.0

33 51.5 47 51.1 12 25.0 8 50.0 5 40.0

42 61.9 59 45.8 14 35.7 4 100.0 2

-

32 53.1 45 40.0 18 38.9 12 41.7 5 20.0

46 47.8 59 42.4 34 41.2 7 57.1 7

40.0

46 47.8 71 32.4 27 44.4 6 100.0 5 40.0

130 63.8 128 41.4 56 44.6 28 60.7 20

35.0

134 58.2 145 46.2 66 47.0 17 41.2 13 15.4

136 63.2 164 45.7 77 53.2 20 70.0 20

50.0

24 50.0 28 46.4 15 33.3 2 50.0 2 -

47 51.1 62 43.5 31 51.6 11 45.5 8

12.5

160 74.4 506 77.3 39 46.2 164 28.7 28 60.7

42 59.5 51 41.2 25 32.0 8 37.5 8

45.5

- - - - - - - - - -

58 56.9 372 76.1 48 33.3 175 43.4 11

66.7

24 54.2 210 77.1 12 41.7 43 20.9 5 20.0

5 80.0 38 94.7 2 100.0 11 27.3 3

100.0

34 76.5 160 75.6 15 33.3 70 35.7 13 61.5

27 92.6 163 71.8 8 25.0 40 17.5 3

100.0

21 57.1 43 81.4 4 - 25 56.0 1 -

41 56.1 153 75.2 19 31.6 67 35.8 4

-

24 75.0 39 84.6 9 55.6 26 50.0 3 66.7

25 72.0 43 72.1 10 60.0 34 44.1 4

66.7

6 83.3 51 90.2 5 40.0 16 31.3 1 100.0

18 77.8 29 82.8 8 37.5 23 56.5 3

66.7

16 75.0 62 79.0 5 - 30 50.0 3 33.3

12 58.3 37 70.3 4 25.0 13 15.4 3

50.0

45 77.8 129 76.0 14 42.9 57 42.1 7 57.1

13 69.2 53 71.7 6 16.7 18 33.3 2

33.3

35 77.1 165 79.4 15 46.7 61 36.1 6 83.3

17 76.5 73 83.6 3 66.7 16 62.5 3

66.7

14 57.1 64 79.7 6 50.0 25 36.0 4 75.0

39 69.2 161 77.6 19 42.1 67 29.9 6

-

1 -

16 56.3 53 67.9 7 28.6 23 30.4

5 20.0 27 40.7 3 66.7 11 27.3

2

(％) 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

この１年間に制作や発表、練習など実際に活動したものについて、「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」が

4.3%と最も高く、次いで「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」が 3.3%、「（カ）生活文化（茶・華道、フラワ

ーアレンジメント、手芸など）」が 3.1%である。 

 

【経年比較】 

「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」、「（ク）文芸（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）」、

「（オ）伝統芸能（能、狂言、歌舞伎など）」の割合は、それぞれ平成 30 年度調査と比較して 0.2 ポイント増加している。

一方で、「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」は平成 30 年度調査から 2.7 ポイント減少し、1.3%となっている。ま

た、「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」、「（ケ）歴史・郷土文化（史跡めぐり、歴史講演会など）」の割合

は、平成 30 年度調査と比較すると、それぞれ 2.6 ポイント減少する結果となっている。 

 

 

  

問
と い

27 次
つ ぎ

の（ア）～（コ）の中
なか

で、あなたがこの１年間
ねんかん

に制作
せ い さ く

や発表
はっぴょう

、練習
れんしゅう

など実際
じ っ さ い

に活動
か つ ど う

したものはありますか。 

オンラインの講座
こ う ざ

やワークショップに参加
さ ん か

する、オンラインのイベントを開催
か い さ い

するといった活動
か つ ど う

も含
ふ く

みます。 

 

4.3 

3.3 

3.1 

1.4 

1.3 

1.2 

1.0 

0.6 

0.4 

0.6 

84.7 

3.3 

4.1 

5.9 

4.8 

4.0 

4.0 

1.5 

1.0 

0.4 

0.2 

1.1 

76.3 

5.6 

0.0 45.0 90.0

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）

（コ）その他

この１年間で活動したものはない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

平成30年度調査

（n=1,758）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

（イ）音楽

（ポピュラー、クラシック、邦楽など）

（ア）美術

（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）

（カ）生活文化

（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）

（ケ）歴史・郷土文化

（史跡めぐり、歴史講演会など）

（キ）映像文化

（映画、映像美術など）

（エ）舞踊

（日本舞踊、バレエ、ダンスなど）

（ウ）演劇・演芸

（演劇、ミュージカル、落語など）

（ク）文芸

（小説や詩歌の講演会、俳句・短歌大会など）

（オ）伝統芸能

（能、狂言、歌舞伎など）
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

【性別】「女性」では、「（カ）生活文化（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸など）」が最も高く、4.7%となっており、「男性」

の 1.1%と比較すると、「女性」が「男性」よりも 3.6 ポイント高い。一方で、「男性」では、「（イ）音楽（ポピュラー、クラシッ

ク、邦楽など）」の割合が 5.0%と最も高く、「女性」の 3.8%と比較すると、「男性」が「女性」よりも 1.2 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」の割合は、「女性：15・16・17 歳」が 9.8%と最も高く、次い

で「男性：15・16・17 歳」が 7.5%となっている。「（ウ）演劇・演芸（演劇、ミュージカル、落語など）」の割合は、「男

性：50 歳代」が 2.2%と最も高く、次いで「男性：15・16・17 歳」が 1.9%、「女性：30 歳代」が 1.8%である。また、

「（キ）映像文化（映画、映像美術など）」の割合は、『男性：18～29 歳』が 2.4%で最も高く、次いで『女性：18～

29 歳』、「女性：65～69 歳」、「男性：50 歳代」がともに 2.2%となっている。「この１年間で活動したものはない」と回答し

た人の割合は、「男性：65～69 歳」が 91.7%と最も高く、次いで「男性：30 歳代」が 91.5%、「女性：40 歳代」が

91.0%、「男性：40 歳代」が 90.6%と、９割を超えている。 

 

【ブロック別】「（イ）音楽（ポピュラー、クラシック、邦楽など）」の割合は、「南東部」が 5.4%と最も高く、次いで「西部 B（三

潴）」が 5.1%である。「（ア）美術（絵画、書、彫刻、写真、工芸など）」の割合は「西部 A（城島）」が 5.2 と最も高

く、次いで「中央東部」が 4.4%、「中央部」が 4.2%である。また「（カ）生活文化（茶・華道、フラワーアレンジメント、手芸

など）」の割合は、「中央東部」が 5.3%と最も高く、次いで「西部 B（三潴）」が 3.6%である。「この１年間で活動したもの

はない」の割合は、「西部 B（三潴）」が 87.7%と最も高く、次いで「東部 B（田主丸）」が 87.1%となっている。 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

(％) 

文化・芸術の活動状況

回
答
者
数

（
ア
）
美
術

　
　
（
絵
画
、
書
、
彫
刻
、
写
真
、
工
芸
な
ど
）

（
イ
）
音
楽

　
　
（
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
邦
楽
な
ど
）

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

　
　
（
演
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
落
語
な
ど
）

（
エ
）
舞
踊

　
　
（
日
本
舞
踊
、
バ
レ
エ
、
ダ
ン
ス
な
ど
）

（
オ
）
伝
統
芸
能

　
　
（
能
、
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
）

（
カ
）
生
活
文
化

　
　
（
茶
・
華
道
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

　
　
　
手
芸
な
ど
）

（
キ
）
映
像
文
化

　
　
（
映
画
、
映
像
美
術
※
な
ど
）

（
ク
）
文
芸

　
　
（
小
説
や
詩
歌
の
講
演
会
、

　
　
　
俳
句
・
短
歌
大
会
な
ど
）

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

　
　
（
史
跡
め
ぐ
り
、
歴
史
講
演
会
な
ど
）

（
コ
）
そ
の
他

こ
の
１
年
間
で
活
動
し
た
も
の
は
な
い

無
回
答

3,245 108 141 31 39 13 101 41 20 46 19 2,750 106
100.0 3.3 4.3 1.0 1.2 0.4 3.1 1.3 0.6 1.4 0.6 84.7 3.3

- 87.7 1.0

12 8.3 - - - - - - - - - 83.3 8.3

- 3.6 0.5 - 0.5195 2.6 5.1 1.0 0.5

0.3 85.1 4.4

135 5.2 3.7 0.7 0.7 - 2.2 1.5 - 1.5 - 83.0 5.9

0.7 2.7 1.7 - -296 2.4 3.0 0.7 1.7

0.4 84.6 1.9

525 3.6 4.0 0.8 1.1 0.4 3.4 1.5 1.1 1.9 0.8 84.0 3.0

0.2 2.1 2.1 0.6

81.6 2.4

257 2.7 5.4 0.8 0.8 0.4 3.1 1.6 0.8 1.2 1.2 85.6 3.1

0.9 5.3

0.40.7

1.7474 4.2 4.9 1.1 1.5

0.9

4.7 1.1

1.3 0.9 2.4450 4.4 4.9 1.3 1.3

2.3 4.1

86.9 1.8

220 1.8 3.6 0.9 1.8 0.9 0.9 0.5 0.5 0.5 0.9 84.1 7.7

- 3.3 0.4 0.4 2.2275 2.9

0.5 0.5 - 86.4 4.5

186 2.7 3.8 1.6 2.2 0.5 3.2 1.1 1.1 1.1 1.1 87.1 3.2

- 2.7 0.5 0.5 0.9220

- 100.0 -

6 16.7 16.7 - - - - - - - - 50.0 33.3

- - - - -3 - - - -

0.6 82.4 3.5

1,427 2.7 5.0 1.1 0.6 0.6 1.1 1.3 0.7 2.1 0.6 87.9 2.8

0.2 4.7 1.3 0.6 0.91,809 3.8 3.8 0.8 1.7

南西部

中央南部

ブ

ロ

ッ

ク

別

西部A
（城島）

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

中央部

中央東部

南東部

男性：60～64歳

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

西部B
（三潴）

わからない・無回答

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

北部B
（北野）

- -

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

性

別

×

年

齢

別

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

女性：40歳代

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

- - 76.5 -

274 5.1 4.4 0.7 1.1 - 2.6 2.2 1.1 0.4 0.4 86.5 -

51 9.8 9.8 - 2.0 - 2.0

0.4

290 2.8 1.4 - 0.7 - 4.1 1.0 0.3 0.3 0.3 91.0 -

274 3.6 2.9 1.8 1.5 0.4 4.7 1.1 0.4

1.5 1.5 0.6 6.5 1.2 0.9

- 0.4 86.1

0.7 8.0 2.2 -

1.2 0.3 82.9 1.5

135 5.2 4.4 - 3.7 - 5.9 - - 0.7 1.5 78.5 5.2

339 2.4 4.4

1.9 0.6

2.2 - 76.1 5.8

148 5.4 4.1 - 1.4 - 4.7 0.7 0.7 1.4 2.0 75.7 8.1

138 3.6 4.3 1.4 2.9

2.5 1.3 68.8 19.4

53 7.5 9.4 1.9 1.9 - - - - - - 84.9 -

160 2.5 3.8 0.6 2.5 - 2.5

0.5

212 2.8 4.2 0.9 0.5 0.5 2.4 0.9 - 0.5 - 91.5 0.5

212 3.8 6.1 1.4 - - 1.4 2.4 0.5

0.8 0.8 0.8 0.8 1.6 0.8

1.9 0.5 87.7

- 0.9 - 0.9

2.0 0.8 90.6 0.4

229 2.6 8.7 2.2 1.7 1.7 1.7 2.2 1.7 2.6 0.9 85.6 2.6

245 1.2 4.5

- -

1.7 0.9 88.0 5.1

109 1.8 2.8 0.9 - - - 0.9 0.9 3.7 - 91.7 1.8

117 1.7 2.6 0.9 -

3.7 0.7 83.8 8.1

114 2.6 3.5 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 2.6 0.9 82.5 10.5

136 2.9 2.9 - - 0.7 -

- - 66.7 22.29 11.1 11.1 - - - - - -
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

文化・芸術の活動場所について、「市内」では「(カ)生活文化」が 81.2%と最も高く、８割を超えている。次いで、「(エ)舞踊」

が 79.5%となっている。一方で、「市外（県内）」では、「(イ)音楽」が 39.7%と最も高く、次いで、「(キ)映像文化」が

39.0%となっている。また、「県外」では、「(ケ)歴史・郷土文化」が 41.3%と最も高く、次いで、「(ク)文芸」が 30.0%である。 

 

  

69.4 

61.7 

54.8 

79.5 

69.2 

81.2 

56.1 

40.0 

47.8 

73.7 

21.3 

39.7 

22.6 

15.4 

38.5 

19.8 

39.0 

35.0 

30.4 

26.3 

18.5 

17.0 

25.8 

7.7 

0.0 

14.9 

14.6 

30.0 

41.3 

10.5 

0% 25% 50% 75% 100%

(ア)美術(n=108)

(イ)音楽(n=141)

(ウ)演劇・演芸(n=31)

(エ)舞踊(n=39)

(オ)伝統芸能(n=13)

(カ)生活文化(n=101)

(キ)映像文化(n=41)

(ク)文芸(n=20)

(ケ)歴史・郷土文化(n=46)

(コ)その他(n=19)

市内 市外（県内） 県外

全体数 n=389

問
と い

27付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

27 で「１．この１年間
ねんかん

で活動
か つ ど う

したものがある」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         活動
か つ ど う

した場所
ば し ょ

にあてはまるものはどれですか？（それぞれあてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

【性別】市内活動について、「(カ)生活文化」と「(ク)文芸」の割合は「男性」が「女性」より高い割合となっており、その他の文化活

動は、「女性」が「男性」よりも高い。 

 

【年齢別】市内活動について、「(ア)美術」は、70 歳以上の年代の割合が高く、次いで「30 歳代」が 75.0%、「50 歳代」と「65

～69 歳」が 71.4%である。「(イ)音楽」は、「75 歳以上」が 90.9%と最も高く、次いで「30 歳代」が 88.2%、「15・16・

17 歳」と「70～74 歳」が 80.0%である。また、「(カ)生活文化」は、18 歳以上のすべての年代で６割を超えており、「65～

69 歳」が 90.9%と最も高く、次いで「30 歳代」が 88.9%となっている。 

 

【ブロック別】市内活動について、「(ア)美術」の割合は、「中央南部」が 78.9%、「中央東部」が 75%、「中央部」60.0%であ

る。「(イ)音楽」の割合は、「中央南部」が 61.9%、「中央部」が 60.9%、「中央東部」が 59.1%である。また、「(カ)生活

文化」の割合は、「中央南部」が 88.9%、「中央東部」が 83.3%である。 
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（２）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

の活動
か つ ど う

状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

文化・芸術の活動場所

全
体

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ア
）
美
術

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
イ
）
音
楽

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ウ
）
演
劇
・
演
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
エ
）
舞
踊

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
オ
）
伝
統
芸
能

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

389 69.4 108 69.4 141 61.7 31 54.8 39 79.5 13 69.2

（
カ
）
生
活
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
キ
）
映
像
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ク
）
文
芸

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
ケ
）
歴
史
・
郷
土
文
化

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

（
コ
）
そ
の
他

標
本
数
（
票
）

『
市
内
活
動
』

101 81.2 41 56.1 20 40.0 46 47.8 19 73.7

全体

性

別

女性 255 72.2 69

（　　） - - -

男性 133 63.9 38 60.5 72 59.7

73.9 68 63.2

16 43.8 9 66.7 9 55.6

83.3 4 100.015 66.7 30

- - -

年

齢

別

15・16・17歳 20 65.0 9 55.6 10

- - - - - -

-

18～29歳 62 50.0 22 54.5 25 36.0 5 40.0

80.0 1 - 2 50.0 -

3 100.0 - -

30歳代 54 75.9 16 75.0 17 100.0

40歳代 48 68.8 11 54.5 15 60.0 2 -

88.2 7 71.4 5 60.0 2

4

9 77.8 1 -

75.0 2 50.0

50歳代 80 67.5 14 71.4 35 66.748.6 10 70.0 9 77.8 6

- -

5 80.0 - -

65～69歳 32 68.8 7 71.4 9 100.044.4 3 33.3 4 75.0 1

60～64歳 30 76.7 9 66.7

2 100.0 1 -

75歳以上 28 89.3 8 87.5 11 100.090.9 2 100.0 5 100.0 1

70～74歳 35 80.0 12 100.0 10 80.0

1

北部A 31 61.3 8 50.0 13 53.8 3

- 1 100.0 - -

東部B
（田主丸） 18 66.7 5 80.0 1 100.07 71.4 3 100.0 4 100.0

東部A 20 80.0 5 100.0 9

-

北部B
（北野） 18 83.3 4 50.0 2 -8 75.0 2 50.0 4 75.0

60.9 5

14 71.4 2

33.3 2 50.0 -

4 100.0

南東部 29 58.6 7 71.4 1 100.0100.0 2 100.0

6中央東部 72 75.0 20 75.0 50.0 6 100.022 59.1

21 61.9 4

40.0 7 71.4 1 100.0

中央南部 68 73.5 19 78.9 2 -50.0 6 83.3

中央部 64 67.2 20 60.0 23

50.0 5 60.0 2 100.0

西部A
（城島） 15 60.0 7 71.4

南西部 31 64.5 7 28.6 9 55.6 2

100.0 1 - - -

全体

- -

西部B
（三潴） 22 63.6 5 100.0 10 40.0 2

5 40.0 1 - 1 100.0

ブ

ロ

ッ

ク

別

88.9

10 20.0 16 56.3 11 81.8
性

別

女性 85 81.2 23 65.2

男性 16 81.3 18 62.5

（　　） - - - - - - - -

44.4 10 60.0 30 43.3 8

- -

年

齢

別

15・16・17歳 1 - - - - -

30歳代 18 88.9 5 100.0

- - - -

18～29歳 10 60.0 11 27.3 4

1 - 1 - 1 100.0

25.0 5 - 2 -

50歳代 26 84.6 9 55.6

40歳代 14 78.6 7 42.9

7 71.4 10 40.0 3 100.0

33.3 6 33.3 3 33.33

65～69歳 11 90.9 4 50.0

60～64歳 9 77.8 - -

1 - 7 57.1 - -

- 3 100.0 3 100.01

75歳以上 5 80.0 4 100.0

70～74歳 7 85.7 1 100.0

2 50.0 7 71.4 3 66.7

- 7 57.1 4 100.01

-

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A 6 83.3 1 100.0

東部B
（田主丸） 6 66.7 2 100.0

北部A 9 88.9 1 - 1 -

100.0 2 100.0 2 100.0 2

1

1 - 2 50.0 -

中央部 10 80.0 10 70.0 3 -

11 81.8 4

8 25.0 2

-

北部B
（北野） 2 50.0 1 - 1 100.0 1 - 2 50.0

6 50.0

16.7 10

75.0

南東部 8 75.0 4 75.0 2

中央東部 24 83.3 6 33.3 4 75.0

- -

100.0

50.0 3 66.7 3 33.3

南西部 8 75.0 5 80.0

中央南部 18 88.9 8 37.5

- - - - 1 100.0

--

30.0 4 100.06

西部B
（三潴） 7 85.7 1 100.0

西部A
（城島） 3 66.7 2 -

- - 1 - - -

- 2

(％) 
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（３）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

のまちづくりのための取り組み
と  く  

 

文化・芸術のまちづくりのための取り組みについて、「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で講演や展覧会の充実」

が 36.3%と最も高く、次いで、「学校や公園など、身近な場所で音楽や芸術に触れることができる機会の提供」が 35.0%と、

ともに３割半ばとなっている。また、「子供が文化芸術に親しむ機会の充実」は 29.4%、「地域の芸能や祭りなどの継承・保存」

は 22.0%である。 

 

【経年比較】 

「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で講演や展覧会の充実」の割合は、36.3%となり、平成 30 年度調査の

27.4%と比較して、8.9 ポイント増加している。一方で、「市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、活動の目標となる機

会の提供」の割合は 13.5%で、平成 30 年度調査から 5.5 ポイント減少している。 

  

問
と い

28 久留米市
く る め し

が今後
こ ん ご

、文化
ぶ ん か

芸術
げいじゅつ

によるまちづくりを進
すす

める上
う え

で、特
と く

にどのようなことに力
ちから

を入
い

れるべきだと思
お も

いますか。 

（あてはまる番号
ば ん ご う

３つまで） 

36.3 

35.0 

29.4 

22.0 

13.5 

10.8 

9.3 

8.3 

6.2 

1.6 

21.4 

2.4 

27.4 

34.1 

32.4 

24.5 

19.0 

12.6 

11.9 

7.6 

7.5 

1.1 

17.1 

1.8 

0.0 30.0 60.0

ホール・劇場、美術館・博物館などの

文化施設で講演や展覧会の充実

学校や公園など、身近な場所で

音楽や芸術に触れることができる機会の提供

子供が文化芸術に親しむ機会の充実

地域の芸能や祭りなどの継承・保存

市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、

活動の目標となる機会の提供

文化芸術に関する情報発信の充実

次代を担う芸術家の発掘と育成

練習や作品制作の場の充実

芸術家や文化団体の活動に対する

支援（補助）の拡充

その他

特にない

無回答

令和６年度調査

（n=3,245）

平成30年度調査

（n=1,758）

％ ％ ％

【回答は３つまで】

ホール・劇場、美術館・博物館などの

文化施設で講演や展覧会の充実

学校や公園など、身近な場所で

音楽や芸術に触れることができる機会の提供

市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、

活動の目標となる機会の提供

芸術家や文化団体の活動に対する

支援（補助）の拡充
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（３）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

のまちづくりのための取り組み
と   く   

 

 

【性別】「市民が参加する音楽祭や美術展の開催など、活動の目標となる機会の提供」と「次代を担う芸術家の発掘と育成」の

割合は、「男性」が「女性」よりも高く、その他の項目では、「女性」が「男性」よりも高い割合となっている。 

 

【性年齢別】「練習や作品制作の場の充実」の割合は、「女性：60～64 歳」が 10.4%で最も高く、男性では「男性：30 歳

代」と「男性：40 歳代」が 9.0%で、最も高い。一方で、「男性：65~69 歳」が 3.7%、次いで「女性：15・16・17 歳」が

3.9%と低い。「地域の芸能や祭りなどの継承・保存」の割合は、「女性：15・16・17 歳」、「男性：50 歳代」、「男性：65

～69 歳」がともに 27.5%で、最も高い割合となっている。 

 

【ブロック別】「ホール・劇場、美術館・博物館などの文化施設で講演や展覧会の充実」の割合は、「中央部」が 44.1%と最も高

く、次いで「中央南部」が 40.8%となっている。「学校や公園など、身近な場所で音楽や芸術に触れることができる機会の提

供」の割合は、「中央東部」が 39.3%と最も高く、次いで「南東部」が 38.1%である。 
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（３）文化
ぶ ん か

・芸術
げいじゅつ

のまちづくりのための取り組み
と  く  

 

 

 

 

 

 

 

文化・芸術のまちづくりのための取り組み

回
答
数

ホ
ー
ル
・
劇
場
、
美
術
館
・
博
物

館
な
ど
の
文
化
施
設
で
講
演
や
展

覧
会
の
充
実

学
校
や
公
園
な
ど
、
身
近
な
場
所

で
音
楽
や
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
の
提
供

子
供
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会

の
充
実

市
民
が
参
加
す
る
音
楽
祭
や
美
術

展
の
開
催
な
ど
、
活
動
の
目
標
と

な
る
機
会
の
提
供

練
習
や
作
品
制
作
の
場
の
充
実

芸
術
家
や
文
化
団
体
の
活
動
に
対

す
る
支
援
（
補
助
）
の
拡
充

次
代
を
担
う
芸
術
家
の
発
掘
と
育

成 地
域
の
芸
能
や
祭
り
な
ど
の
継

承
・
保
存

文
化
芸
術
に
関
す
る
情
報
発
信
の

充
実

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3,245 1,177 1,135 955 438 268 202 302 713 351 51 696 77
100.0 36.3 35.0 29.4 13.5 8.3 6.2 9.3 22.0 10.8 1.6 21.4 2.4

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

女性：30歳代

女性：40歳代

女性：50歳代

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

性

別

×

年

齢

別

中央南部

南西部

西部A
（城島）

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

西部B
（三潴）

わからない・無回答

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

31.1 13.2 1.5 18.9 2.5

1,427

3

7.0 6.0 10.0 21.9 10.2 1.5 24.6 2.0

- - -

9.3 6.5 8.8 22.1 11.41,809 38.7 38.1

- - - 66.7 -

6

33.4 31.1 27.4 13.9

- 33.3 33.3 33.3

16.7 - - - 16.7 33.3 33.3

51 37.3 49.0 15.7 11.8 3.9 2.0 9.8 27.5 7.8 - 17.6 -

- - 16.7 16.7 -

16.4 0.4

274 36.5 46.7 45.6 9.5 10.2 5.5 7.7 17.9 8.4 1.1 18.2 1.1

9.9 5.1 6.6 26.6 11.7274 39.8 33.9 27.4

9.3 20.0 10.0290 40.3 48.6 45.2 12.8

0.714.6

17.8135 44.4 32.6 31.1 13.3

1.0 13.8 0.3

339 45.7 32.4 25.7 13.9 8.8 7.1 10.3 23.0 13.3 3.8 20.4 1.2

10.0 5.9

33.8 31.8 14.2 16.9

0.7 20.7 0.7

138 40.6 41.3 30.4 11.6 8.7 9.4 9.4 23.2 12.3 2.2 18.1 3.6

10.4 6.7 8.9 23.0

20.8 9.4

1.4 24.3 8.1

160 21.3 28.1 20.0 15.0 8.8 6.3 10.6 21.9 7.5 0.6 24.4 11.9

8.1 9.5 7.4 20.3 13.5148

- 30.2 -

212 35.4 30.7 26.4 13.2 7.5 6.6 10.4 20.8 5.2 0.9 25.9 0.9

5.7 9.4 9.4 22.6 13.253 26.4 41.5

18.4 0.5

245 30.6 37.1 31.8 14.7 9.0 4.5 9.0 19.2 10.6 2.0 18.8 1.2

9.0 3.3 9.9 20.8 9.4212 33.5 35.4 37.7

10.9 27.5 13.1229 35.8 27.5 24.0 14.8

1.912.3

12.8109 43.1 31.2 29.4 13.8

2.2 24.9 0.4

117 31.6 27.4 23.9 16.2 8.5 2.6 8.5 21.4 7.7 0.9 29.1 3.4

5.2 7.0

27.2 22.8 16.7 14.0

1.8 19.3 2.8

136 32.4 26.5 23.5 14.0 6.6 9.6 8.8 20.6 11.0 2.2 32.4 1.5

3.7 9.2 13.8 27.5

24.5 12.7

- 34.2 11.4

9 11.1 11.1 11.1 11.1 - - 11.1 11.1 - 11.1 44.4 22.2

4.4 5.3 8.8 16.7 11.4114

1.4 21.8 4.5

186 36.6 34.4 27.4 15.6 9.1 5.4 9.7 24.7 8.6 3.2 22.0 1.6

6.8 6.4 6.8 25.5 10.5220 31.4 34.5

23.6 2.2

220 25.5 30.9 27.7 10.9 5.9 6.4 5.0 23.2 8.2 - 29.1 5.0

8.4 6.9 6.2 18.9 12.0275 38.2 32.7 24.4

13.6 20.0 10.4450 38.7 39.3 32.4 12.9

1.111.3

11.6474 44.1 35.0 34.2 15.2

2.7 17.1 2.4

257 36.2 38.1 29.6 17.5 8.6 6.2 9.7 22.2 12.1 2.3 19.1 1.9

10.7 6.9

31.1 31.4 29.1 11.1

1.3 17.9 0.6

525 40.8 35.2 31.4 13.1 9.0 6.1 10.9 23.6 12.0 1.7 18.1 1.1

8.2 6.3 9.9 20.9

27.7 16.4

1.4 25.7 3.0

135 23.0 34.8 23.7 11.9 8.1 5.2 5.9 17.0 9.6 1.5 30.4 5.2

6.4 6.8 8.8 21.6 9.1296

- 24.6 2.6

12 16.7 16.7 8.3 8.3 - - - 25.0 8.3 - 58.3 8.3

7.2 4.6 8.7 24.6 12.3195 32.8 35.4

(％) 
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７． こころの健康
け ん こ う

について 

（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

ここ 1 か月くらいの間の、不安や悩み、ストレスについて、「大いにある」の 24.1%と、「多少ある」の 41.7%をあわせた『ある』

の割合は、65.8%。「まったくない」の 8.9%と、「あまりない」の 23.8%をあわせた『ない』は、32.7%である。 

 

【経年比較】 

『ある』の割合は、令和５年度調査の 71.3%と比較して、5.5 ポイント減少し 65.8％。一方、『ない』の割合は、令和５年

度調査から 5.8 ポイント多い 32.7％となっている。 

 

 

  

問
と い

29 あなたは、ここ 1 か月
げ つ

くらいの間
あいだ

に、不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスをかかえたことがありますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

 

56.1 42.2

62.2 36.6

65.8 32.7

71.3 26.9

65.9 33.3

24.1 

29.3 

23.3 

16.8 

19.9 

41.7 

42.0 

42.6 

39.3 

42.3 

23.8 

21.5 

27.6 

31.9 

29.6 

8.9 

5.4 

5.7 

10.3 

7.0 

1.5 

1.7 

0.8 

1.7 

1.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

令和３年度調査

（n=2,194）

平成29年度調査

（n=1,765）

大いにある 多少ある あまりない まったくない 無回答

『ある』 『ない』
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

【性別】『ある』の割合は、「女性」が 68.7%、「男性」が 62.1%となり、「女性」が「男性」よりも 6.6 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『ある』の割合は、女性では 18～50 歳代、男性では 30 歳～50 歳代が７割を超えている。 

 

【ブロック別】すべての地域で『ある』の割合は、６割を超えている。「南東部」は 70.1%と最も高く、次いで、「中央東部」が

68.7%、「中央南部」が 68.6%、「北部 A」が 68.4%となっている。一方で、「東部 B（田主丸）」は 60.2%で、最も低

く、次いで、「東部 A」が 60.4%である。 

 

【同居家族別】『ある』の割合は、「中学生がいる」が 76.4%と最も高く、次いで、「小学生がいる」が 74.1%、「就学前の子ども

がいる」が 72.2%となり、７割を超えている。 

 

【家族構成別】『ある』の割合は、「親・子（２世代）」が 69.5%と最も高い。一方で、「夫婦・パートナーのみ」は 58.5%と最も

低く、唯一５割台となっている。 

 

【職業別】『ある』の割合は、「給与所得者（常勤）」が 72.8%と最も高く、次いで「パート・アルバイト（学生は除く）」が

69.3%となっている。一方で、「家事に専念」は 56.5%、「無職」は 52.4%と５割台である。 
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

  

(％) 

不安や悩み、ストレスの状況

回
答
者
数

大
い
に
あ
る

多
少
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

『
あ
る
』

『
な
い
』

3,245 781 1,353 771 290 50 2,134 1,061
100.0 24.1 41.7 23.8 8.9 1.5 65.8 32.7

195 21.5 44.6 25.6 6.7 1.5 66.1 32.3

12 33.3 41.7 8.3 16.7 - 75.0 25.0

296 22.6 38.5 25.0 10.1 3.7 61.1 35.1

135 23.0 38.5 28.1 7.4 3.0 61.5 35.5

474 24.1 40.9 23.8 11.0 0.2 65.0 34.8

525 26.7 41.9 21.9 9.0 0.6 68.6 30.9

450 24.0 44.7 22.4 7.1 1.8 68.7 29.5

257 26.1 44.0 20.2 8.6 1.2 70.1 28.8

275 25.1 43.3 23.6 6.9 1.1 68.4 30.5

220 24.5 40.0 22.7 10.5 2.3 64.5 33.2

220 22.7 37.7 26.4 10.9 2.3 60.4 37.3

186 18.8 41.4 29.0 8.6 2.2 60.2 37.6

114 7.0 33.3 36.8 15.8 7.0 40.3 52.6

9 33.3 22.2 11.1 11.1 22.2 55.5 22.2

109 13.8 35.8 34.9 15.6 - 49.6 50.5

136 12.5 36.8 33.1 14.0 3.7 49.3 47.1

229 27.1 44.5 18.8 9.6 - 71.6 28.4

117 17.1 36.8 29.9 13.7 2.6 53.9 43.6

212 27.8 48.1 15.6 8.0 0.5 75.9 23.6

245 31.8 42.0 19.6 5.7 0.8 73.8 25.3

53 17.0 39.6 22.6 20.8 - 56.6 43.4

212 22.2 34.4 29.7 13.2 0.5 56.6 42.9

148 10.1 42.6 36.5 8.8 2.0 52.7 45.3

160 15.0 36.3 28.8 13.1 6.9 51.3 41.9

135 17.8 40.0 36.3 5.2 0.7 57.8 41.5

138 16.7 41.3 33.3 6.5 2.2 58.0 39.8

290 34.1 43.4 14.1 7.2 1.0 77.5 21.3

339 26.5 45.7 21.2 5.0 1.5 72.2 26.2

274 29.6 44.5 17.5 8.4 - 74.1 25.9

274 34.7 46.7 13.5 4.4 0.7 81.4 17.9

50.0 16.7

51 23.5 33.3 35.3 7.8 - 56.8 43.1

68.7 29.7

22.1 40.0 25.2 11.4 1.4

33.3 33.3 33.3 - -

62.1 36.6

66.6 33.3

1,809 25.6

1,427

3

6

43.1 22.7 7.0 1.5

33.3 16.7 - 16.7 33.3

西部B
（三潴）

わからない・無回答

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

性

別

×

年

齢

別

中央南部

南西部

西部A
（城島）

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

女性：30歳代

女性：40歳代

女性：50歳代
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(％) 

不安や悩み、ストレスの状況

回
答
者
数

大
い
に
あ
る

多
少
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

『
あ
る
』

『
な
い
』

3,245 781 1,353 771 290 50 2,134 1,061
100.0 24.1 41.7 23.8 8.9 1.5 65.8 32.7

7 14.3 28.6 42.9 14.3 - 42.9 57.2

512 17.8 34.6 28.9 13.5 5.3 52.4 42.4

21 47.6 33.3 14.3 4.8 - 80.9 19.1

243 23.0 37.0 27.2 12.8 - 60.0 40.0

301 16.6 39.9 32.2 9.0 2.3 56.5 41.2

1,372 27.8 45.0 19.0 7.8 0.3 72.8 26.8

515 23.7 45.6 24.1 5.6 1.0 69.3 29.7

51 25.5 35.3 23.5 9.8 5.9 60.8 33.3

223 25.1 38.6 25.6 9.0 1.8 63.7 34.6

70 18.6 47.1 24.3 8.6 1.4 65.7 32.9

12 25.0 33.3 25.0 8.3 8.3 58.3 33.3

1,720 26.2 43.3 21.9 7.7 0.9 69.5 29.6

279 30.5 32.6 22.6 12.9 1.4 63.1 35.5

416 23.6 41.6 23.6 7.9 3.4 65.2 31.5

748 17.5 41.0 28.6 11.0 1.9 58.5 39.6

1,134 22.0 43.2 23.7 9.3 1.8 65.2 33.0

40 22.5 25.0 25.0 10.0 17.5 47.5 35.0

1,075 22.2 37.4 28.7 10.2 1.5 59.6 38.9

354 28.5 41.0 20.3 8.2 2.0 69.5 28.5

306 31.0 45.4 15.0 8.2 0.3 76.4 23.2

361 27.7 38.8 22.2 10.5 0.8 66.5 32.7

402 27.9 44.3 19.2 8.0 0.7 72.2 27.2

428 31.3 42.8 20.1 5.6 0.2 74.1 25.7

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

無回答

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

全体
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（１）不安
ふ あ ん

や悩み
な や   

、ストレスの状況
じょうきょう

 

ここ 1 か月くらいの間の、不安や悩み、ストレスの原因について、「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の

割合は 51.5%と最も高く、５割を超えている。次いで、「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」が

42.7%、「健康に関すること（身体・こころの病気など）」が 40.7%、「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」が

40.2%と、４割台となっている。 

 

【経年比較】 

「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合は、51.5%と初めて５割を超えて最も高い割合となってい

る。また、「学校に関すること（学校での人間関係、進路など）」は年々増加傾向にあり、令和５年度調査から 1.4 ポイント増

加した 8.4%となっている。 

  

問
と い

29付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

29 で「１．大
お お

いにある」「２．多少
た し ょ う

ある」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         それはどのようなことが原因
げ ん い ん

ですか？（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 

 

51.5 

42.7 

40.7 

40.2 

8.4 

6.9 

4.3 

1.6 

48.6 

45.3 

39.0 

41.2 

7.0 

7.4 

4.6 

4.1 

49.9 

42.6 

44.3 

34.3 

5.4 

7.0 

4.3 

1.8 

0.0 35.0 70.0

仕事に関すること

（仕事の悩み、職場の人間関係など）

家庭に関すること

（家族関係、子育て、家族の介護など）

健康に関すること

（身体・こころの病気など）

経済的な問題に関すること

（金銭関係など）

学校に関すること

（学校での人間関係、進路など）

恋愛、結婚に関すること

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,134）

令和５年度調査

（n=2,146）

令和４年度調査

（n=2,327）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

仕事に関すること

（仕事の悩み、職場の人間関係など）

家庭に関すること

（家族関係、子育て、家族の介護など）

健康に関すること

（身体・こころの病気など）

経済的な問題に関すること

（金銭関係など）

学校に関すること

（学校での人間関係、進路など）
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（１）不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

【性別】「男性」では、「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の 57.8%が最も高く、「女性」の 47.2%と比

較して 10.6 ポイント高い。一方で、「女性」では「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」が 50.0%と

最も高く、「男性」の 32.5%と比較して 17.5 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「女性：50 歳代」が 61.2%と６割を超

え、最も高い。「健康に関すること」は、男女ともに 70 歳より高い年齢が 7 割を超えている。「仕事に関すること（仕事の悩

み、職場の人間関係など）」は、男性の 30 歳代～50 歳代が７割を超えている。「学校に関すること」は、女性男性ともに

「15・16・17 歳」が最も高い。 

 

【ブロック別】「東部 A」は、「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」が 48.1％、「西部 A（城島）」は「健

康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合が 44.6%と最も高い。他の地域は、「仕事に関すること（仕事の悩み、

職場の人間関係など）」の割合が最も高い。 

 

【同居家族別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「就学前の子どもがいる」が 66.2%と最

も高く、次いで「小学生がいる」が 57.1%、「中学生がいる」が 51.7%となっている。「健康に関すること（身体・こころの病気

など）」の割合は、「障害者手帳を持っている人がいる」が 58.9%、「65 歳以上の人がいる」が 50.5%と５割を超えている。

「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割合は、「小学生がいる」と「上記にあてはまる人はいない」がと

もに 59.3%で最も高い。また、「学校に関すること（学校での人間関係、進路など）」の割合は、「上記以外の 18 歳未満

の子どもがいる」が 33.8%で最も高い結果となっている。 

 

【家族構成別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「親・子・孫（３世代）」が 49.4%で

最も高く、次いで「親・子（２世代）」が 48.4%となっている。「健康に関すること（身体・こころの病気など）」の割合は「夫

婦・パートナーのみ」が 49.8%、「単身」が 49.1%である。「仕事に関すること（仕事の悩み、職場の人間関係など）」の割

合は、「親・子（２世代）」が 56.4%で最も高く、次いで「単身」55.7%となり、５割を超えている。 

 

【職業別】「家庭に関すること（家族関係、子育て、家族の介護など）」の割合は、「家事に専念」が 60.0%と最も高く、次いで

「パート・アルバイト（学生は除く）」が 55.5%、「自営業」が 44.4%となっている。「健康に関すること（身体・こころの病気

など）」の割合は、「無職」が 72.0%と、７割を超えており、最も高い。「経済的な問題に関すること（金銭関係など）」の割

合は、「自営業」が 48.6%と最も高く、次いで「パート・アルバイト（学生は除く）」が 47.1％である。「仕事に関すること（仕

事の悩み、職場の人間関係など）」の割合は、「給与所得者（常勤）」が 74.7%で７割半ばとなっている。 
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（１）不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

 

 

  

どのようなことが原因か

回
答
者
数

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
関

係
、
子
育
て
、
家
族
の
介
護
な

ど
）

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身
体
・
こ

こ
ろ
の
病
気
な
ど
）

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
金
銭
関
係
な
ど
）

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕
事
の
悩

み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
）

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ
と

学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
で
の

人
間
関
係
、
進
路
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

2,134 911 869 858 1,100 148 179 92 35
100.0 42.7 40.7 40.2 51.5 6.9 8.4 4.3 1.6

9 44.4 55.6 55.6 33.3 22.2 22.2 11.1 -

129 39.5 32.6 39.5 50.4 9.3 4.7 5.4 3.9

83 36.1 44.6 31.3 43.4 7.2 15.7 6.0 1.2

181 38.1 38.1 45.9 49.7 4.4 6.6 5.0 2.8

360 45.0 44.4 38.1 52.2 6.9 8.3 5.0 0.8

308 41.6 38.6 40.3 53.9 6.8 7.8 4.9 1.6

180 41.1 43.9 43.9 57.2 8.9 7.2 1.7 1.1

309 46.0 37.5 40.5 54.7 3.9 8.4 2.6 1.6

142 39.4 40.8 34.5 52.1 9.2 5.6 5.6 4.9

188 44.7 42.0 43.1 46.8 9.6 10.1 4.8 -

112 42.0 42.9 42.0 50.0 8.0 10.7 4.5 1.8

133 48.1 42.9 38.3 46.6 4.5 10.5 3.0 -

5 20.0 60.0 - 20.0 - 20.0 - -

46 32.6 76.1 34.8 8.7 - - 2.2 10.9

67 37.3 71.6 41.8 17.9 - - 7.5 1.5

54 40.7 63.0 38.9 25.9 - - 3.7 3.7

63 31.7 50.8 44.4 47.6 3.2 1.6 7.9 4.8

164 32.3 39.0 39.6 70.1 7.3 0.6 6.7 3.7

181 39.2 29.3 48.1 73.5 2.2 3.3 2.8 0.6

161 32.9 26.7 50.3 77.6 8.1 5.0 3.7 0.6

120 19.2 25.0 45.0 62.5 22.5 19.2 3.3 -

30 20.0 16.7 20.0 13.3 10.0 86.7 3.3 -

82 31.7 73.2 32.9 4.9 - 2.4 3.7 7.3

78 47.4 71.8 38.5 15.4 - - 6.4 2.6

80 50.0 58.8 30.0 20.0 1.3 - 7.5 5.0

78 53.8 52.6 39.7 43.6 - - 6.4 -

245 61.2 46.5 41.6 55.1 3.3 5.3 5.3 0.8

225 58.7 32.9 40.4 55.6 8.0 8.0 3.1 -

223 57.8 34.1 42.2 63.7 9.0 5.4 3.1 0.9

203 28.6 24.6 34.5 58.6 19.2 20.2 3.0 -

29 27.6 13.8 10.3 - 3.4 93.1 - -

50.0 - -

33.3 100.0 - - - - - -

9.1 4.2 1.3

32.5 38.8 43.6 57.8 6.9 7.3 4.5 2.1

1,243 50.0

886

2

3

42.0 38.0 47.2 7.0

- - - 50.0 -

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

性

別

×

年

齢

別

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

女性：40歳代

男性：15・16・17歳

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：50歳代

男性：60～64歳

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

わからない・無回答

(％) 
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（１）不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスの状況
じょうきょう

 

 

 

 

 

 

 

  

どのようなことが原因か

回
答
者
数

家
庭
に
関
す
る
こ
と
（
家
族
関

係
、
子
育
て
、
家
族
の
介
護
な

ど
）

健
康
に
関
す
る
こ
と
（
身
体
・
こ

こ
ろ
の
病
気
な
ど
）

経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

（
金
銭
関
係
な
ど
）

仕
事
に
関
す
る
こ
と
（
仕
事
の
悩

み
、
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
）

恋
愛
、
結
婚
に
関
す
る
こ
と

学
校
に
関
す
る
こ
と
（
学
校
で
の

人
間
関
係
、
進
路
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

2,134 911 869 858 1,100 148 179 92 35
100.0 42.7 40.7 40.2 51.5 6.9 8.4 4.3 1.6

3 33.3 100.0 66.7 33.3 - - 33.3 -

17 41.2 58.8 47.1 58.8 11.8 5.9 5.9 -

268 36.2 72.0 39.6 15.3 1.9 0.7 6.3 5.2

170 60.0 58.8 40.0 12.9 - 2.4 8.2 2.4

146 20.5 18.5 21.2 14.4 14.4 77.4 4.1 -

357 55.5 40.6 47.1 49.6 5.9 5.0 4.5 2.0

1,000 40.0 30.9 39.4 74.7 9.4 3.4 2.8 0.7

142 44.4 45.8 48.6 50.0 2.8 4.9 6.3 1.4

31 41.9 54.8 38.7 32.3 3.2 - - 3.2

7 28.6 71.4 28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 -

46 39.1 60.9 26.1 43.5 4.3 13.0 - 4.3

176 49.4 38.1 37.5 39.8 9.1 14.2 4.0 3.4

1,196 48.4 34.9 41.2 56.4 5.9 11.2 3.5 0.5

438 36.1 49.8 35.2 41.6 2.1 0.5 5.7 3.0

271 24.7 49.1 48.3 55.7 18.1 4.1 6.3 3.0

19 52.6 42.1 26.3 36.8 - - 10.5 10.5

740 29.5 40.5 41.2 59.3 9.9 4.5 4.1 1.4

246 43.9 58.9 45.1 39.0 6.1 4.5 7.3 2.0

641 45.1 50.5 36.8 42.0 6.4 4.8 4.7 3.0

240 45.8 32.1 38.8 42.1 5.4 33.8 3.3 0.8

234 51.7 28.6 40.6 47.4 5.1 27.4 2.1 0.9

317 57.1 26.5 44.8 59.3 2.2 16.7 3.5 0.9

290 66.2 28.3 44.5 56.6 4.1 5.2 2.4 1.4

全体

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

無回答

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

(％) 
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（２）相談
そ う だ ん

や助け
たす   

を求
も と

めることへのためらい 

不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰かに相談したり助けを求めたりすることへのためらいについて、「感じる」の 12.9%と「どち

らかといえば感じる」の 26.7%を合わせた『感じる』の割合は、39.6%である。また、「どちらかといえば感じない」の 28.7%と「感

じない」の 22.6%を合わせた『感じない』の割合は、51.3%である。 

 

【経年比較】 

『感じる』の割合は、令和 5 年度調査から 5.4 ポイント減少し、39.6％。一方で、『感じない』の割合は、令和 5 年度調査

から 3.8 ポイント多い 51.3%となっている。 

 

  

問
と い

30 あなたが、不安
ふ あ ん

や悩
なや

み、ストレスを抱
か か

えた場合
ば あ い

、誰
だれ

かに相談
そ う だ ん

したり助
た す

けを求
も と

めたりすることに、ためらいを感
か ん

じますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

 

51.5 41.8

49.9 40.1

39.6 51.3

45.0 47.5

36.0 54.7

12.9 

15.9 

12.9 

15.7 

16.0 

26.7 

29.1 

23.1 

35.8 

33.9 

28.7 

29.2 

37.3 

21.5 

20.5 

22.6 

18.3 

17.4 

20.3 

19.6 

6.7 

5.6 

7.4 

5.7 

7.6 

2.5 

1.9 

1.9 

1.0 

2.4 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和５年度調査

（n=3,010）

令和４年度調査

（n=3,532）

令和３年度調査

（n=2,194）

平成29年度調査

（n=1,765）

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない 感じない わからない 無回答

『感じる』 『感じない』
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す

けを求
も と

めることへのためらい 

 

【性別】『感じる』の割合は、「男性」が 40.2%、「女性」が 39.0％となり、「男性」が「女性」よりも 1.2 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『感じる』の割合は、女性では 15 歳～50 歳代、男性では 30～50 歳代が４割を超えている。 

 

【ブロック別】『感じる』の割合は、「南東部」が 46.3%と最も高く、次いで「中央東部」が 42.8%、「中央部」が 42.2%と、それ

ぞれ４割台となっている。一方で、「東部 B（田主丸）」は 31.2%と最も低く、次いで「北部 B（北野）」が 34.1%、「西

部 A（城島）」が 34.8%と、３割半ばを下回っている。 

 

【同居家族別】『感じる』の割合は、「中学生がいる」が 44.1%で最も高い。次いで、「障害者手帳を持っている人がいる」が

41.5%、「小学生がいる」が 41.4%、「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が 41.3%と４割台となっている。 

 

【家族構成別】『感じる』の割合は、「単身」が 42.8%で最も高く、次いで「親・子（２世代）」が 41.9%となり、４割台となって

いる。 

 

【職業別】『感じる』の割合は、「給与所得者（常勤）」が 43.3%、「パート・アルバイト（学生は除く）」が 40.2%でともに４割

前半となっており、その他の職業では３割台となっている。 
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す

けを求
も と

めることへのためらい 

 

 

  

相談や助けを求めることへのためらい

回
答
者
数

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い

感
じ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
感
じ
る
』

『
感
じ
な
い
』

3,245 418 865 930 734 216 82 1,283 1,664
100.0 12.9 26.7 28.7 22.6 6.7 2.5 39.6 51.3

12 16.7 33.3 25.0 8.3 8.3 8.3 50.0 33.3

195 10.8 27.2 31.8 23.6 5.1 1.5 38.0 55.4

135 8.9 25.9 28.1 25.9 7.4 3.7 34.8 54.0

296 11.5 26.0 26.0 22.0 9.8 4.7 37.5 48.0

525 13.7 25.3 29.7 23.2 6.3 1.7 39.0 52.9

474 13.7 28.5 28.7 21.1 6.5 1.5 42.2 49.8

257 15.2 31.1 24.9 22.2 5.1 1.6 46.3 47.1

450 14.4 28.4 26.2 22.0 6.2 2.7 42.8 48.2

220 11.4 22.7 33.2 20.9 8.2 3.6 34.1 54.1

275 14.2 25.1 30.5 23.6 5.1 1.5 39.3 54.1

186 10.8 20.4 34.9 24.2 7.0 2.7 31.2 59.1

220 10.9 28.6 24.5 24.1 7.3 4.5 39.5 48.6

9 11.1 22.2 - 11.1 33.3 22.2 33.3 11.1

114 11.4 19.3 32.5 16.7 12.3 7.9 30.7 49.2

136 10.3 19.9 33.1 19.1 12.5 5.1 30.2 52.2

109 7.3 31.2 29.4 25.7 6.4 - 38.5 55.1

117 16.2 21.4 31.6 21.4 6.8 2.6 37.6 53.0

229 17.0 27.5 27.9 19.2 7.4 0.9 44.5 47.1

245 16.3 30.6 21.2 21.6 8.2 2.0 46.9 42.8

212 15.1 31.1 26.4 20.3 7.1 - 46.2 46.7

212 14.2 23.6 24.5 33.0 4.2 0.5 37.8 57.5

53 5.7 26.4 26.4 32.1 9.4 - 32.1 58.5

160 5.0 26.3 26.9 18.8 8.1 15.0 31.3 45.7

148 7.4 25.7 34.5 18.2 8.1 6.1 33.1 52.7

138 10.9 19.6 37.0 23.9 4.3 4.3 30.5 60.9

135 8.9 26.7 40.7 13.3 5.9 4.4 35.6 54.0

339 11.8 29.2 30.4 21.5 5.6 1.5 41.0 51.9

290 13.4 29.7 29.3 23.8 3.4 0.3 43.1 53.1

274 16.4 27.7 26.6 26.3 2.6 0.4 44.1 52.9

274 13.9 26.3 23.7 28.5 7.3 0.4 40.2 52.2

51 21.6 21.6 29.4 15.7 11.8 - 43.2 45.1

-

16.7 - - - 50.0 33.3

40.2 50.1

66.7 33.3

16.7 -

2.9 39.0 52.5

13.9 26.3 27.3 22.8 7.8 1.9

1,809 12.1

1,427

3

6

26.9 29.9 22.6 5.6

- 66.7 - 33.3 -

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

性

別

×

年

齢

別

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

わからない・無回答

女性：30歳代

女性：40歳代

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

男性：18～29歳

(％) 
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す

けを求
も と
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相談や助けを求めることへのためらい

回
答
者
数

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

感
じ
な
い

感
じ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
感
じ
る
』

『
感
じ
な
い
』

3,245 418 865 930 734 216 82 1,283 1,664
100.0 12.9 26.7 28.7 22.6 6.7 2.5 39.6 51.3

7 14.3 28.6 28.6 28.6 - - 42.9 57.2

21 19.0 28.6 28.6 14.3 4.8 4.8 47.6 42.9

512 12.5 21.5 30.5 17.6 11.5 6.4 34.0 48.1

301 9.6 25.6 31.2 21.6 5.6 6.3 35.2 52.8

243 12.3 25.9 25.5 28.0 7.8 0.4 38.2 53.5

515 14.0 26.2 30.5 22.7 5.2 1.4 40.2 53.2

1,372 13.6 29.7 27.6 23.6 4.7 0.9 43.3 51.2

223 10.8 25.1 23.8 25.6 11.7 3.1 35.9 49.4

51 15.7 17.6 41.2 15.7 5.9 3.9 33.3 56.9

12 16.7 8.3 8.3 41.7 - 25.0 25.0 50.0

70 14.3 28.6 24.3 20.0 5.7 7.1 42.9 44.3

279 11.8 22.9 29.4 27.2 6.1 2.5 34.7 56.6

1,720 14.1 27.8 27.9 23.1 5.7 1.3 41.9 51.0

748 8.8 25.1 32.2 21.5 8.3 4.0 33.9 53.7

416 15.4 27.4 26.2 19.2 8.4 3.4 42.8 45.4

40 5.0 22.5 32.5 15.0 7.5 17.5 27.5 47.5

1,134 12.9 26.7 28.6 22.4 7.1 2.3 39.6 51.0

354 18.1 23.4 25.4 22.3 6.8 4.0 41.5 47.7

1,075 11.9 25.0 30.6 20.7 8.1 3.7 36.9 51.3

361 13.6 27.7 25.5 26.9 5.3 1.1 41.3 52.4

306 13.7 30.4 26.8 22.5 5.9 0.7 44.1 49.3

428 14.3 27.1 28.7 25.0 4.4 0.5 41.4 53.7

402 10.9 27.9 26.1 31.1 2.7 1.2 38.8 57.2

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

無回答

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

全体

(％) 
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（２）相談
そ う だ ん

や助
た す

けを求
も と

めることへのためらい 

不安や悩み、ストレスを抱えた場合、誰かに相談したり助けを求めたりすることへのためらいを感じる原因について、「相談するこ

とで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合が 57.1%と最も高く、５割後半となっている。ついで、「根本的な

問題の解決にはならないから」が 34.9%、「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」が 28.8%

である。 

 

【経年比較】 

「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、令和５年度調査の 61.0%と比較して 3.9 ポイ

ント減少して 57.1％。一方で、「病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思っている

が、相談するハードルが高く感じるから」の割合は 19.1%となり、過去３か年の調査で最も高い割合となっている。 

 

  

57.1 

34.9 

28.8 

20.7 

19.1 

13.4 

12.7 

9.9 

9.6 

7.8 

1.7 

2.3 

61.0 

36.1 

28.6 

22.3 

15.4 

13.3 

12.1 

9.2 

8.4 

7.0 

2.4 

1.4 

32.1 

31.0 

20.7 

13.4 

12.8 

10.8 

7.7 

7.1 

6.4 

3.7 

1.4 

0.0 35.0 70.0

相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから

根本的な問題の解決にはならないから

家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから

自分の悩みを解決できるところはないと思っているから

病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に

相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから

どの相談窓口を利用したらよいか分からないから

過去に、身近な人に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

受診などお金が掛かることは避けたいから

時間の都合がつかないから

過去に、病院や支援機関等に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

その他

無回答

令和６年度調査

（n=1,283）

令和５年度調査

（n=1,355）

令和４年度調査

（n=1,273）

％

【回答はいくつでも】

％ ％

病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に

相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから

過去に、身近な人に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

過去に、病院や支援機関等に相談したが、

解決しなかった（嫌な思いをした）から

※令和4年度は選択肢なし

問
と い

30付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

30 で「１．感
か ん

じる」「２．どちらかといえば感
か ん

じる」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         それはどのようなことが原因
げ ん い ん

ですか（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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【性別】「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、「女性」が 57.2%、「男性」が 56.8%で、

「女性」が「男性」よりもやや高いが、ともに５割後半となっている。一方で、「病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所

など）の専門家に相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」の割合は、「女性」が 21.2%、「男性」は

16.4%となり、「女性」が「男性」よりも 4.8 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」の割合は、「女性：15・16・17 歳」が

50.0%と、最も高い。一方で、「男性：15・16・17 歳」は 11.8%と、最も低くなっている。「病院や支援機関等（行政の相

談窓口、保健所など）の専門家に相談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」と「どの相談窓口を利用した

らよいか分からないから」は、男女ともに高い年齢層で割合が高い傾向にある。「自分の悩みを解決できるところはないと思って

いるから」の割合は、「女性：15・16・17 歳」が 31.8%で最も高く、唯一３割台となっている。 

 

【ブロック別】「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、「北部 B（北野）」が 66.7%で最も

高く、次いで「西部 B（三潴）」が 63.5 となり、６割を超えている。「根本的な問題の解決にはならないから」の割合は、「中

央南部」が最も高く、43.9%と唯一４割を超えている。「どの相談窓口を利用したらよいか分からないから」の割合は、「北部

A」と「南東部」がともに 18.5%で最も高い。 

 

【同居家族別】「障害者手帳を持っている人がいる」は、「病院や支援機関等（行政の相談窓口、保健所など）の専門家に相

談したいと思っているが、相談するハードルが高く感じるから」が 33.3%、「過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった

（嫌な思いをした）から」が 23.1%、「過去に、病院や支援機関等に相談したが、解決しなかった（嫌な思いをした）から」

が 17.0%、「受診などお金が掛かることは避けたいから」が 13.6%、「どの相談窓口を利用したらよいか分からないから」が

19.7%となっており、いずれも他の世帯と比較して最も高い割合である。「小学生がいる」は、「根本的な問題の解決にはなら

ないから」が 40.7%、「時間の都合がつかないから」が 12.4%で、それぞれ最も高い割合となっている。 

 

【家族構成別】「相談することで相手に心配をかけたり、困らせてしまうと思うから」の割合は、「親・子・孫（３世代）」が 61.9%

で最も高く、６割を超えており、その他の世帯では５割台となっている。「自分の悩みを解決できるところはないと思っているか

ら」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 16.1%で最も低く、その他の世帯では２割を超えている。「どの相談窓口を利用した

らよいか分からないから」の割合は、すべての世帯で１割台となっており、「夫婦・パートナーのみ」が 16.9%で最も高い。 

 

【職業別】「家族や友達など身近な人には、相談したくない（できない）悩みだから」の割合は、「農林漁業」が 41.2%で最も高

く、次いで「無職」が 36.8%である。「過去に、身近な人に相談したが、解決しなかった（嫌な思いをした）から」の割合は、

「パート・アルバイト（学生は除く）」が 14.5%で最も高く、次いで高い「学生（高校生を含む）」が 14.0%となっている。

「根本的な問題の解決にはならないから」の割合は、「学生（高校生を含む）」が 43.0%と最も高く、唯一４割台となってい

る。 
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（２）相談
そ う だ ん

や助け
た す   

を求
も と

めることへのためらい 

 

 

 

 

 

  

ためらいを感じる原因

回
答
者
数

家
族
や
友
達
な
ど
身
近
な
人
に
は
、
相
談
し
た

く
な
い
（
で
き
な
い
）
悩
み
だ
か
ら

相
談
す
る
こ
と
で
相
手
に
心
配
を
か
け
た
り
、

困
ら
せ
て
し
ま
う
と
思
う
か
ら

病
院
や
支
援
機
関
等
（
行
政
の
相
談
窓
口
、
保

健
所
な
ど
）
の
専
門
家
に
相
談
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
相
談
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
感
じ

る
か
ら

過
去
に
、
身
近
な
人
に
相
談
し
た
が
、
解
決
し

な
か
っ
た
（
嫌
な
思
い
を
し
た
）
か
ら

過
去
に
、
病
院
や
支
援
機
関
等
に
相
談
し
た

が
、
解
決
し
な
か
っ
た
（
嫌
な
思
い
を
し
た
）

か
ら

自
分
の
悩
み
を
解
決
で
き
る
と
こ
ろ
は
な
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら

根
本
的
な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な
い
か
ら

受
診
な
ど
お
金
が
掛
か
る
こ
と
は
避
け
た
い
か

ら 時
間
の
都
合
が
つ
か
な
い
か
ら

ど
の
相
談
窓
口
を
利
用
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

1,283 369 732 245 163 100 265 448 127 123 172 22 30
100.0 28.8 57.1 19.1 12.7 7.8 20.7 34.9 9.9 9.6 13.4 1.7 2.3

20.0 10.0 10.0 -

3 66.7 33.3 33.3 - 66.7 - - - - 33.3 - -

10 50.0 70.0 20.0 30.0 20.0 10.0 20.0 30.0

2.8 16.0 0.9 2.8

174 36.8 56.9 33.9 13.2 16.7 25.3 28.7 12.1 4.0 17.8 1.7 4.0

106 27.4 61.3 25.5 10.4 10.4 15.1 36.8 11.3

9.2 20.3 3.4 1.9

93 32.3 59.1 9.7 14.0 2.2 22.6 43.0 10.8 7.5 6.5 1.1 3.2

207 23.7 57.0 22.2 14.5 5.8 17.4 30.0 13.0

7.5 11.3 - 2.5

593 27.5 56.5 14.3 12.1 6.2 21.1 37.3 7.6 12.8 10.5 1.3 1.7

80 25.0 55.0 17.5 12.5 5.0 22.5 37.5 8.8

33.3 33.3 33.3 -

17 41.2 47.1 11.8 5.9 5.9 23.5 23.5 11.8 17.6 17.6 5.9 5.9

3 100.0 100.0 100.0 66.7 66.7 66.7 33.3 66.7

8.2 11.3 3.1 1.0

30 26.7 63.3 26.7 20.0 16.7 26.7 23.3 26.7 6.7 26.7 - 6.7

97 33.0 61.9 22.7 13.4 3.1 21.6 40.2 6.2

6.3 16.9 1.2 2.8

721 29.5 57.1 15.4 13.5 6.9 21.4 36.1 10.1 10.5 11.7 1.7 2.2

254 24.4 53.9 24.8 7.9 6.7 16.1 29.9 7.5

9.1 - - 9.1

178 28.7 56.7 21.3 14.0 12.9 21.9 36.5 10.7 11.2 14.0 1.7 2.2

11 18.2 36.4 9.1 9.1 9.1 - 27.3 -

8.8 19.7 4.8 2.0

449 28.3 55.5 17.1 11.6 6.2 21.2 35.2 9.1 8.2 12.2 0.9 2.0

147 32.7 52.4 33.3 23.1 17.0 24.5 36.7 13.6

10.1 9.4 2.7 3.4

397 33.2 56.2 23.7 12.1 7.6 22.9 32.7 10.1 8.3 16.9 1.5 3.0

149 31.5 56.4 13.4 13.4 6.0 22.8 40.3 8.1

12.4 10.7 2.8 1.1

135 28.9 55.6 15.6 8.9 9.6 12.6 37.8 6.7 8.1 12.6 - 3.7

177 24.3 61.0 14.1 14.1 10.2 16.9 40.7 9.6

16.7 33.3 - -

156 23.7 67.3 15.4 12.2 5.8 19.9 40.4 10.9 10.9 9.6 1.9 1.3

6 33.3 50.0 16.7 16.7 33.3 33.3 50.0 16.7

2.1 12.8 2.1 4.3

74 21.6 63.5 20.3 9.5 5.4 14.9 29.7 6.8 14.9 13.5 4.1 -

47 34.0 53.2 10.6 10.6 4.3 23.4 23.4 2.1

11.2 12.7 2.0 2.4

111 23.4 59.5 15.3 8.1 4.5 18.0 36.9 9.0 5.4 11.7 1.8 2.7

205 25.9 52.7 20.5 15.6 7.3 21.5 43.9 12.2

10.1 18.5 0.8 2.5

200 31.0 56.0 19.0 14.5 9.5 22.0 34.5 9.0 13.0 12.5 1.0 1.5

119 31.9 58.8 22.7 15.1 9.2 16.8 31.9 12.6

5.3 13.3 - 9.3

193 31.1 59.1 20.7 16.1 9.3 18.7 35.2 10.4 8.3 10.4 2.1 1.6

75 34.7 66.7 17.3 10.7 9.3 18.7 28.0 9.3

8.6 15.5 1.7 1.7

108 27.8 49.1 13.9 12.0 7.4 25.0 35.2 13.9 11.1 18.5 2.8 0.9

58 32.8 55.2 22.4 8.6 5.2 25.9 39.7 6.9

33.3 - - -

87 24.1 59.8 21.8 5.7 6.9 24.1 27.6 6.9 6.9 10.3 1.1 2.3

3 66.7 66.7 33.3 33.3 33.3 - 33.3 33.3

- 19.5 - 7.3

35 34.3 40.0 31.4 11.4 8.6 11.4 22.9 11.4 5.7 20.0 2.9 8.6

41 34.1 58.5 34.1 2.4 9.8 22.0 24.4 7.3

13.6 13.6 4.5 4.5

42 31.0 57.1 26.2 11.9 11.9 21.4 33.3 4.8 4.8 9.5 - -

44 22.7 52.3 20.5 9.1 9.1 11.4 31.8 11.4

11.3 10.4 0.9 1.7

102 29.4 56.9 14.7 14.7 7.8 25.5 23.5 7.8 8.8 12.7 2.9 2.9

115 31.3 57.4 12.2 12.2 9.6 29.6 40.9 13.9

12.5 3.8 1.3 1.3

98 31.6 62.2 9.2 14.3 6.1 16.3 37.8 8.2 16.3 14.3 1.0 2.0

80 31.3 55.0 10.0 11.3 6.3 18.8 40.0 8.8

2.0 20.0 - 8.0

17 11.8 70.6 17.6 23.5 - 11.8 17.6 5.9 11.8 5.9 - 5.9

50 22.0 50.0 26.0 2.0 4.0 16.0 26.0 2.0

2.4 21.4 - 4.8

49 26.5 51.0 34.7 8.2 8.2 16.3 30.6 12.2 6.1 20.4 - 2.0

42 33.3 50.0 26.2 11.9 9.5 19.0 21.4 4.8

9.4 15.1 4.3 0.7

48 37.5 47.9 16.7 2.1 8.3 22.9 43.8 12.5 8.3 25.0 - -

139 23.0 56.8 23.0 13.7 7.9 19.4 35.3 11.5

14.0 11.6 2.5 0.8

125 32.0 58.4 16.8 16.0 8.8 21.6 38.4 10.4 9.6 12.0 2.4 1.6

121 23.1 62.0 23.1 18.2 9.9 16.5 43.8 9.9

31.8 40.9 13.6 - 4.5 - 4.5

110 24.5 60.9 17.3 16.4 4.5 26.4 37.3 11.8 10.0 10.9 0.9 0.9

574

2

1

22 50.0 72.7 4.5 9.1 -

- - -

100.0 100.0 100.0 - - - - - - - - -

50.0 50.0 - 50.0 50.0 - 50.0 50.0 50.0

8.8 14.7 1.8 1.8

30.1 56.8 16.4 12.2 8.0 20.9 32.9 9.4 10.5 11.8 1.6 3.0

706 27.5 57.2 21.2 13.0 7.5 20.5 36.5 10.2

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

性

別

×

年

齢

別

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

女性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

男性：15・16・17歳

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

（　　）・無回答

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

わからない・無回答

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

無回答

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

(％) 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

不安に思うことや心配事があったときの、助けを求めることができる人について、「助けを求めることができる人がいる」の割合は

80.4%、「助けを求めることができる人はいない」の割合は 10.0%、「助けを求めようと思わない」の割合は 8.6%である。 

 

【経年比較】 

「助けを求めることができる人がいる」の割合は、令和４年度調査の 82.8%から 2.4 ポイント減少し、80.4%と最も低い。一

方で、「助けを求めようと思わない」の割合は、やや増加傾向にあり、8.6%で最も高い。 

  

問
と い

31 あなたやご家族
か ぞ く

が生活
せ いか つ

していく中
なか

で、不安
ふ あ ん

に思
お も

うことや心配事
し ん ぱ い ご と

があったとき、助
た す

けを求
も と

めることができる人
ひ と

がいますか？ 

（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 

 

80.4 

82.8 

81.3 

10.0 

10.1 

12.1 

8.6 

6.3 

5.1 

1.0 

0.8 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

令和６年度調査

（n=3,245）

令和４年度調査

（n=3,532）

令和元年度調査

（n=2,847）

助けを求めることができる人がいる 助けを求めることができる人はいない

助けを求めようと思わない 無回答
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

【性別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「女性」が 84.1％、「男性」が 75.8%となり、「女性」が「男性」よりも 8.3

ポイント高い。「助けを求めることができる人はいない」と「助けを求めようと思わない」の割合は、「男性」がどちらも 11.6%となっ

ており、「女性」よりも高い結果となっている。 

 

【性年齢別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、男女ともに『18～29 歳』が最も高く、「60～64 歳」が最も低い。 

 

【ブロック別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「北部 B（北野）」が 86.4%で最も高く、次いで「西部 B（三

潴）」が 85.6%となっている。一方で、「助けを求めることができる人はいない」の割合は、「南西部」が 13.5%で最も高く、

「助けを求めようと思わない」の割合は、「北部 A」が 13.8%と最も高い。 

 

【同居家族別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「中学生がいる」が 85.6%と最も高く、次いで「上記以外の 18 歳

未満の子どもがいる」が 85.3%となっており、ともに８割半ばである。「助けを求めることができる人はいない」の割合は、「障害

者手帳を持っている人がいる」が 15.3%と最も高く、次いで「65 歳以上の人がいる」が 11.4％、「上記にあてはまる人はいな

い」が 10.5%となり、１割を超えている。 

 

【家族構成別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 83.8%と最も高い。一方で、「助けを求

めることができる人はいない」と「助けを求めようと思わない」の割合は、どちらも「単身」が最も高い割合となっている。 

 

【職業別】「助けを求めることができる人がいる」の割合は、「家事に専念」が 86.0%で最も高く、次いで「学生（高校生を含

む）」が 84.4%、「給与所得者（常勤）」が 82.7%と８割を超えている。一方で、「農林漁業」は 64.7%と最も低く、６

割台にとどまっている。 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

 

 

 

 

  

不安や悩み、ストレスを抱えた

場合の相談先

回
答
者
数

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
が
い
る

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
い
な
い

助
け
を
求
め
よ
う
と

思
わ
な
い

無
回
答

3,245 2,609 325 280 31
100.0 80.4 10.0 8.6 1.0

12 58.3 8.3 33.3 -

195 85.6 5.6 8.2 0.5

135 83.0 9.6 5.2 2.2

296 76.0 13.5 8.4 2.0

525 79.2 11.4 8.6 0.8

474 80.6 9.3 9.9 0.2

257 80.5 9.3 8.9 1.2

450 82.9 10.4 6.0 0.7

220 86.4 6.8 5.5 1.4

275 74.5 11.3 13.8 0.4

186 81.7 9.1 8.6 0.5

220 78.6 10.0 9.1 2.3

9 66.7 11.1 11.1 11.1

114 71.9 9.6 15.8 2.6

136 69.9 12.5 14.0 3.7

109 72.5 16.5 11.0 -

117 66.7 22.2 9.4 1.7

229 75.1 14.8 9.6 0.4

245 75.1 11.0 13.5 0.4

212 80.7 10.8 8.5 -

212 83.5 3.3 12.7 0.5

53 83.0 5.7 11.3 -

160 81.3 7.5 5.6 5.6

148 83.8 8.1 6.1 2.0

138 86.2 8.7 3.6 1.4

135 77.0 17.0 5.9 -

339 83.8 9.4 5.9 0.9

290 84.1 10.3 5.5 -

274 85.0 7.3 7.7 -

274 88.0 4.7 7.3 -

- 16.7

51 82.4 7.8 9.8 -

11.6 0.9

33.3 33.3 33.3 -

1,427

3

6

75.8 11.6

83.3 -

1,809 84.1 8.7 6.2 0.9

西部B
（三潴）

わからない・無回答

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

性

別

×

年

齢

別

中央南部

南西部

西部A
（城島）

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

女性：40歳代

女性：50歳代

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

女性：15・16・17歳

不安や悩み、ストレスを抱えた

場合の相談先

回
答
者
数

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
が
い
る

助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
い
な
い

助
け
を
求
め
よ
う
と

思
わ
な
い

無
回
答

3,245 2,609 325 280 31

100.0 80.4 10.0 8.6 1.0

7 85.7 - 14.3 -

21 90.5 9.5 - -

512 73.4 12.1 10.7 3.7

301 86.0 9.3 3.3 1.3

243 84.4 4.9 10.7 -

515 77.7 13.0 8.7 0.6

1,372 82.7 8.9 8.3 0.1

223 79.4 10.3 9.9 0.4

51 64.7 17.6 13.7 3.9

12 41.7 16.7 25.0 16.7

70 72.9 14.3 11.4 1.4

279 82.8 6.8 9.3 1.1

1,720 81.3 10.2 8.0 0.5

748 83.8 8.6 6.4 1.2

416 71.4 13.2 13.7 1.7

40 65.0 15.0 10.0 10.0

1,134 78.7 10.5 10.0 0.9

354 73.2 15.3 9.6 2.0

1,075 79.3 11.4 8.2 1.1

361 85.3 6.9 7.5 0.3

306 85.6 7.8 6.5 -

428 84.8 7.0 8.2 -

402 83.8 7.5 8.2 0.5

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

無回答

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

全体

(％) (％) 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

不安に思うことや心配事があったときの、助けを求めることができる人について、「家族・親族」が 90.9%と、９割を超えており最

も高い。次いで、「友人・知人」が 59.4%となっている。 

 

【経年比較】 

「家族・親族」の割合は、令和４年度調査の 90.8%と比較して大差なく、0.1 ポイント増加している。「友人・知人」はやや

減少し、過去２回の調査で最も割合が高い令和４年度調査の 62.3%に次いで高い。一方で、「地域や隣近所の人」の割合

は、7.2%となり、令和４年度調査の 27.2%と比較して 20.0 ポイント減少している。 

 

  

90.9 

59.4 

8.1 

7.2 

3.2 

2.0 

1.6 

1.1 

2.0 

90.8 

62.3 

6.8 

27.2 

3.2 

2.9 

3.2 

1.0 

0.9 

84.9 

53.5 

5.9 

26.3 

2.3 

2.0 

3.8 

0.6 

5.2 

0.0 50.0 100.0

家族・親族

友人・知人

専門職（医師やケアマネジャーなど）

地域や隣近所の人

相談支援機関の職員（地域包括支援センター

や…

市役所の職員

民生委員など（地域のボランティアなども含む）

その他

無回答

令和６年度調査

（n=2,609）

令和４年度調査

（n=2,923）

令和元年度調査

（n=1,963）

％ ％ ％

【回答はいくつでも】

相談支援機関の職員（地域包括支援センターや

障害者基幹相談支援センターなど）

問
と い

31付
ふ

問
も ん

１ 【問
と い

31 で「１．助
た す

けを求
も と

めることができる人
ひ と

がいる」と回答
か い と う

した人
ひ と

に】 

         それは、どのような人
ひ と

ですか？（あてはまる番号
ば ん ご う

いくつでも） 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

【性別】「家族・親族」の割合は、「女性」が 92.0%、「男性」が 89.4%となり、「女性」が「男性」よりも 2.6 ポイント高い。また、

「友人・知人」の割合は、「女性」が 63.2%、「男性」が 54.3%となり、「女性」が「男性」よりも 8.9 ポイント高い。 

 

【性年齢別】「家族・親族」の割合は、「女性：15・16・17 歳」が 97.6%で９割後半となっており、最も高い。一方で、「男性：

15・16・17 歳」は 84.1%で、「男性：70～74 歳」の 76.8%に次いで２番目に低い割合となっている。「友人・知人」は、

男女ともに若い年齢層で割合が高い傾向にある。一方で、「地域や隣近所の人」、「民生委員など（地域のボランティアなども

含む）」、「相談支援機関の職員（地域包括支援センターや障害者基幹相談支援センターなど）」、「専門職（医師やケア

マネジャーなど）」、「市役所の職員」は男女ともに高い年齢層で割合が高い。 

 

【ブロック別】「家族・親族」の割合は、すべての地域で８割後半を超えている。「東部 A」は 95.4%で最も高く、次いで「西部 B

（三潴）」は 95.2%となっており、９割後半となっている。「友人・知人」の割合は、「北部 A」の 65.4%が最も高く、「地域

や隣近所の人」の割合は、「東部 A」が 12.1%で最も高い。 

 

【同居家族別】「民生委員など（地域のボランティアなども含む）」、「相談支援機関の職員（地域包括支援センターや障害者

基幹相談支援センターなど）」、「専門職（医師やケアマネジャーなど）」の割合は、いずれも「障害者手帳を持っている人が

いる」が最も高く、次いで「65 歳以上の人がいる」の割合が２番目に高い。一方で、「地域や隣近所の人」の割合は、「65 歳

以上の人がいる」が 11.0%と最も高く、次いで「障害者手帳を持っている人がいる」が 9.7%となっている。 

 

【家族構成別】「家族・親族」の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 93.0%で最も高く、「単身」が 80.5%で最も低い。一方で、

「友人・知人」は「単身」が 68.4%で最も高く、「夫婦・パートナーのみ」は 50.4%で最も低い結果となっている。 

 

【職業別】「家族・親族」の割合は、「パート・アルバイト（学生は除く）」が 94.0%と最も高く、「友人・知人」は「学生（高校生

を含む）」が 77.6%で最も高い。また、「地域や隣近所の人」の割合は「農林漁業」が 12.1%と最も高く、次いで「家事に専

念」が 12.0％となっている。 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

 

  

どのような人か

回
答
者
数

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

地
域
や
隣
近
所
の
人

民
生
委
員
な
ど
（
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
も
含
む
）

相
談
支
援
機
関
の
職
員
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

専
門
職
（
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
）

市
役
所
の
職
員

そ
の
他

無
回
答

2,609 2,372 1,550 189 41 83 211 52 30 51

100.0 90.9 59.4 7.2 1.6 3.2 8.1 2.0 1.1 2.0

14.3 - - - -7 100.0 42.9 14.3 -

4.8 9.6 3.6 1.2 0.6167 95.2 59.3 9.6 1.2

2.7 5.4 2.7 0.9 4.5112 89.3 54.5 9.8 -

5.3 7.6 2.7 0.9 3.1225 89.3 57.8 7.1 1.3

4.1 9.6 2.4 1.2 1.9416 90.9 61.3 7.7 1.4

1.6 8.4 1.0 2.1 1.6382 90.3 60.2 4.5 1.3

1.4 6.8 1.4 0.5 3.9207 91.8 56.0 5.8 2.4

2.9 9.1 2.4 1.1 1.6373 90.3 59.2 5.9 2.4

2.6 6.8 3.2 0.5 2.6190 90.0 63.7 9.5 2.6

1.0 6.8 1.0 1.0 0.5205 91.2 65.4 4.9 0.5

2.6 7.2 1.3 1.3 2.0152 86.8 57.9 8.6 -

6.4 8.1 0.6 1.2 0.6173 95.4 53.2 12.1 2.9

- 16.7 - - -6 100.0 16.7 - -

7.3 14.6 4.9 - 9.882 87.8 34.1 12.2 4.9

5.3 6.3 1.1 - 6.395 76.8 51.6 13.7 1.1

5.1 10.1 6.3 1.3 3.879 89.9 45.6 13.9 -

3.8 9.0 2.6 2.6 2.678 87.2 46.2 9.0 1.3

4.7 8.7 2.3 0.6 0.6172 87.2 50.0 6.4 2.3

2.2 6.0 3.3 1.1 2.2184 91.8 51.1 5.4 0.5

0.6 2.9 0.6 1.2 0.6171 94.7 58.5 4.1 -

2.3 5.1 1.7 2.3 0.6177 93.2 72.9 5.1 0.6

4.5 2.3 - - 4.544 84.1 68.2 2.3 -

4.6 9.2 3.8 0.8 6.2130 86.9 47.7 13.8 6.2

7.3 9.7 2.4 0.8 3.2124 88.7 52.4 16.1 4.0

3.4 15.1 2.5 - 5.0119 89.1 51.3 8.4 3.4

4.8 13.5 1.9 1.0 -104 93.3 52.9 10.6 2.9

2.8 12.3 2.1 2.1 0.7284 92.3 64.4 7.0 1.4

2.0 7.4 0.4 0.8 -244 93.4 63.5 6.6 1.2

2.1 5.6 1.7 0.9 0.4233 94.0 73.0 5.2 0.9

1.2 4.6 0.8 2.1 0.8241 92.5 72.6 0.8 -

- -

42 97.6 83.3 2.4 - 2.4 7.1 - - -

- - - 20.0 -

2.6

100.0 100.0 - - - - - - -

7.3 1.1 3.4 6.8 2.4

1.7 1.2 1.51,521 92.0 63.2 7.2 1.9

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

1,082

1

5

89.4 54.3

100.0 -

3.0 8.9

1.1

性

別

×

年

齢

別

女性：15・16・17歳

女性：18～29歳

女性：30歳代

女性：40歳代

男性：15・16・17歳

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

女性：50歳代

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：50歳代

男性：60～64歳

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

中央南部

南西部

西部A
（城島）

西部B
（三潴）

わからない・無回答

(％) 
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（３）不安
ふ あ ん

や心配事
し ん ぱ い ご と

の相談先
そ う だ ん さ き

 

 

 

  

どのような人か

回
答
者
数

家
族
・
親
族

友
人
・
知
人

地
域
や
隣
近
所
の
人

民
生
委
員
な
ど
（
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
も
含
む
）

相
談
支
援
機
関
の
職
員
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

専
門
職
（
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
）

市
役
所
の
職
員

そ
の
他

無
回
答

2,609 2,372 1,550 189 41 83 211 52 30 51

100.0 90.9 59.4 7.2 1.6 3.2 8.1 2.0 1.1 2.0

16.7 16.7 - - -6 66.7 66.7 - -

31.6 42.1 15.8 10.5 -19 73.7 42.1 - 10.5

7.7 13.6 2.9 0.3 4.5376 84.3 46.5 10.4 3.2

3.9 9.3 3.1 0.8 3.5259 92.3 54.1 12.0 2.3

2.0 3.4 - 1.5 1.0205 92.2 77.6 2.0 -

2.8 10.0 2.5 1.3 0.5400 94.0 60.5 7.0 1.8

1.7 5.4 1.6 1.3 1.31,134 92.5 62.1 5.6 1.0

1.7 10.2 1.1 1.1 2.3177 88.7 56.5 11.3 1.7

- 3.0 - - 6.133 81.8 54.5 12.1 -

- 20.0 - - 20.05 80.0 40.0 20.0 -

7.8 17.6 7.8 - 3.951 78.4 60.8 3.9 -

1.7 7.4 1.3 0.9 2.6231 90.9 58.9 5.2 1.3

2.9 6.9 1.6 1.2 1.31,398 92.7 61.7 6.9 1.1

2.4 8.6 2.1 0.8 2.9627 93.0 50.4 10.2 2.6

6.4 11.1 3.0 2.0 2.0297 80.5 68.4 4.4 2.0

3.8 11.5 3.8 3.8 3.826 88.5 61.5 7.7 3.8

2.8 6.4 1.6 1.1 1.7892 89.2 61.9 5.5 0.9

11.6 21.6 5.4 1.2 1.2259 88.4 52.9 9.7 3.9

3.4 9.6 2.1 1.2 3.4852 90.3 52.0 11.0 2.7

1.6 6.2 2.3 1.0 1.3308 92.9 66.2 3.6 0.6

1.1 4.6 1.1 - 0.4262 92.7 64.9 5.0 1.1

1.9 6.1 1.4 1.4 0.8363 93.7 66.4 9.6 0.6

1.5 5.0 1.2 0.9 1.2337 95.8 63.2 4.7 0.6

全体

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

無回答

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

(％) 
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（４）「自殺
じ さ つ

はその多く
おお  

が防ぐ
ふせ  

ことができる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」に対する
た い     

考え
かんが  

 

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」ということについて、「そう思う」の 32.9% と、「ややそう思う」の

36.2%をあわせた『思う』は 69.1%。「ややそう思わない」の 11.8%と「そう思わない」の 7.9%をあわせた『思わない』の割合は

19.7%である。また、「わからない」は 9.9%となっている。 

【性別】「そう思う」の割合は、「男性」が 34.8%、「女性」が 31.4%となり、「男性」が「女性」よりも 3.4 ポイント高い。一方で、

「ややそう思う」の割合は、「女性」が 38.2%、「男性」が 33.8%となり、「女性」が「男性」よりも 4.4 ポイント高い。 

 

【性年齢別】『思う』の割合は、「男性：65～69 歳」が 78.9%で最も高く、次いで『女性：18～29 歳』が 73.0%、「女性：

40 歳代」が 72.1%となっている。一方で「女性：15・16・17 歳」は 56.9%と、唯一５割台にとどまっており、最も低い割合

となっている。 

 

【ブロック別】『思う』の割合は、「西部 B（三潴）」が 73.8%で最も高い。次いで「東部 B（田主丸）」が 71.5%、「中央東

部」が 71.4%、「中央部」が 71.3%となり、7 割を超えている。一方で、「西部 A（城島）」は 65.2%で最も低く、次いで、

「北部 B（北野）」は 65.4%となっている。 

 

【同居家族別】『思う』の割合は、「中学生がいる」と「上記以外の 18 歳未満の子どもがいる」が、ともに 70.6%で最も高く、次い

で「小学生がいる」が 70.3%である。一方で、「障害者手帳を持っている人がいる」は 62.1%と、最も低い。 

 

【家族構成別】『思う』の割合は、「夫婦・パートナーのみ」が 70.8％で最も高く、その他の世帯でも６割後半となっている。 

 

【職業別】『思う』の割合は、「家事に専念」が 73.4%と最も高く、次いで「自営業」が 70.9%、「給与所得者（常勤）」が

70.0%である。一方で、「無職」が 65.2%で、最も低い結果となっている。 

  

そう思う

32.9%

ややそう思う

36.2%

ややそう思わない

11.8%

そう思わない

7.9%

わからない

9.9%

無回答

1.3%

全 体

（ｎ＝3,245）

問
と い

32 「自殺
じ さ つ

はその多
お お

くが防
ふせ

ぐことのできる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」ということについて、あなたの考
かんが

えに最
もっと

も近
ち か

いものを選
え ら

んでくだ 

さい。（あてはまる番号
ば ん ご う

１つだけ） 
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（４）「自殺
じ さ つ

はその多く
おお  

が防ぐ
ふせ  

ことができる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」に対する
た い     

考え
かんが  

 

 

 

 

  

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」に対する考え

回
答
者
数

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 1,068 1,174 384 256 320 43 2,242 640

100.0 32.9 36.2 11.8 7.9 9.9 1.3 69.1 19.7

9.7 1.0 73.8 15.4

12 41.7 16.7 16.7 16.7 - 8.3 58.4 33.4

195 32.3 41.5 9.2 6.2

11.8 2.4 67.5 18.2

135 31.1 34.1 14.1 5.9 11.9 3.0 65.2 20.0

296 33.4 34.1 9.8 8.4

9.1 1.1 71.3 18.6

525 30.1 37.0 13.9 7.8 10.5 0.8 67.1 21.7

474 36.7 34.6 11.4 7.2

8.4 1.1 71.4 19.1

257 33.5 35.0 10.1 10.9 9.7 0.8 68.5 21.0

450 32.7 38.7 12.0 7.1

8.0 0.7 68.8 22.5

220 30.9 34.5 9.5 10.5 12.3 2.3 65.4 20.0

275 32.4 36.4 13.8 8.7

12.7 1.8 68.2 17.3

186 36.6 34.9 14.0 7.0 6.5 1.1 71.5 21.0

220 31.4 36.8 10.9 6.4

14.0 5.3 69.3 11.4

9 44.4 11.1 11.1 11.1 11.1 11.1 55.5 22.2

114 41.2 28.1 5.3 6.1

9.2 - 78.9 11.9

136 32.4 32.4 9.6 5.1 16.2 4.4 64.8 14.7

109 45.0 33.9 7.3 4.6

7.0 0.4 71.2 21.4

117 30.8 33.3 14.5 7.7 11.1 2.6 64.1 22.2

229 36.7 34.5 10.9 10.5

7.1 - 66.9 25.9

245 29.4 34.7 13.5 11.8 10.2 0.4 64.1 25.3

212 31.1 35.8 12.7 13.2

13.2 - 67.9 18.9

212 34.9 36.8 12.3 10.4 5.2 0.5 71.7 22.7

53 45.3 22.6 13.2 5.7

16.2 3.4 64.9 15.5

160 32.5 29.4 8.8 4.4 17.5 7.5 61.9 13.2

148 30.4 34.5 10.1 5.4

11.9 - 68.9 19.2

138 35.5 33.3 9.4 8.0 10.9 2.9 68.8 17.4

135 31.9 37.0 9.6 9.6

6.6 - 72.1 21.4

339 30.1 41.3 14.2 4.4 9.4 0.6 71.4 18.6

290 31.4 40.7 15.9 5.5

8.8 - 73.0 18.3

274 30.7 40.9 13.5 8.0 6.6 0.4 71.6 21.5

274 31.4 41.6 9.9 8.4

- 66.6

83.4 -

51 31.4 25.5 15.7 11.8 15.7 - 56.9 27.5

16.7 - - - 16.7

- 33.3 33.3 33.3 -

69.6 18.9

34.8 33.8 11.4 9.4 9.5 1.3 68.6 20.8

38.2 12.2 6.7 10.2 1.31,809 31.4

1,427

3

6

-

66.7

西部B
（三潴）

わからない・無回答

男性：65～69歳

男性：70～74歳

男性：75歳以上

（　　）・無回答

女性：30歳代

女性：40歳代

女性：50歳代

女性：18～29歳

ブ

ロ

ッ

ク

別

東部A

東部B
（田主丸）

北部A

北部B
（北野）

中央東部

南東部

中央部

性

別

×

年

齢

別

中央南部

南西部

西部A
（城島）

男性：18～29歳

男性：30歳代

男性：40歳代

男性：50歳代

男性：60～64歳

女性：60～64歳

女性：65～69歳

女性：70～74歳

女性：75歳以上

男性：15・16・17歳

女性：15・16・17歳

全体

性

別

女性

男性

（　　）

無回答

(％) 
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（４）「自殺
じ さ つ

はその多く
おお  

が防ぐ
ふせ  

ことができる社会的
し ゃ か い て き

な問題
も ん だ い

である」に対する
た い     

考え
かんが  

 

 

 

 

  

(％) 

「自殺はその多くが防ぐことのできる社会的な問題である」に対する考え

回
答
者
数

そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
う

や
や
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

『
思
う
』

『
思
わ
な
い
』

3,245 1,068 1,174 384 256 320 43 2,242 640
100.0 32.9 36.2 11.8 7.9 9.9 1.3 69.1 19.7

14.3 - 71.5 14.37 42.9 28.6 14.3 -

15.4 4.5 65.2 14.8

21 38.1 28.6 9.5 4.8 19.0 - 66.7 14.3

512 32.0 33.2 7.8 7.0

9.9 - 68.4 21.8

301 30.9 42.5 9.3 5.6 10.6 1.0 73.4 14.9

243 34.2 34.2 11.1 10.7

6.9 0.4 70.0 22.6

515 33.8 34.0 13.2 6.8 10.7 1.6 67.8 20.0

1,372 32.7 37.3 13.8 8.8

11.8 5.9 66.7 15.7

223 35.0 35.9 11.2 6.7 11.2 - 70.9 17.9

51 31.4 35.3 5.9 9.8

17.1 2.9 64.3 15.7

12 25.0 25.0 8.3 8.3 25.0 8.3 50.0 16.6

70 30.0 34.3 10.0 5.7

8.1 0.8 69.4 21.7

279 32.6 34.8 11.5 8.6 10.0 2.5 67.4 20.1

1,720 31.3 38.1 13.3 8.4

12.0 1.9 67.3 18.7

748 36.0 34.8 10.4 5.6 11.6 1.6 70.8 16.0

416 35.1 32.2 9.1 9.6

10.4 0.9 69.1 19.7

40 25.0 42.5 5.0 5.0 10.0 12.5 67.5 10.0

1,134 33.9 35.2 11.5 8.2

11.4 1.6 68.3 18.6

354 26.8 35.3 13.3 9.9 11.9 2.8 62.1 23.2

1,075 32.8 35.5 11.3 7.3

7.2 1.0 70.6 21.2

361 33.5 37.1 12.5 8.3 8.0 0.6 70.6 20.8

306 34.3 36.3 13.7 7.5

9.0 1.0 69.9 20.1

428 35.0 35.3 12.6 9.1 7.7 0.2 70.3 21.7

402 33.8 36.1 11.4 8.7

無回答

無回答

無回答

職

業

別

農林漁業

自営業

給与所得者（常勤）

パート・アルバイト

（学生は除く）

学生（高校生を含む）

家事に専念

無職

その他

家

族

構

成

別

単身

夫婦・パートナーのみ

親・子（２世代）

親・子・孫（３世代）

その他

同

居

家

族

別

就学前の子どもがいる

小学生がいる

中学生がいる

上記以外の１８歳未満の

子どもがいる

６５歳以上の人がいる

障害者手帳を持っている人

がいる

上記にあてはまる人はいない

全体


